
山
本
達
郎
先
生
古
稀
記
念
の
論
集
『
東
南
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
の
社
会
と
文
化
』
（
上
巻
）
に
、
私
は
、
「
デ
リ
ー
現
存
の
墓
建
築
と
ロ
ー
 
 

（
1
）
 
 

デ
ィ
ー
支
配
層
」
と
題
す
る
論
考
を
寄
せ
た
。
こ
の
小
論
の
中
で
私
が
考
察
し
た
の
は
、
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
前
半
に
わ
た
る
、
 
 

い
わ
ゆ
る
デ
リ
ー
‖
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
（
T
F
e
D
e
巨
S
已
t
a
ロ
a
t
e
）
最
後
の
王
朝
た
る
ロ
ー
デ
ィ
ー
L
已
h
川
．
L
O
d
i
朝
の
支
配
層
と
、
今
 
 

日
な
お
イ
ン
ド
共
和
国
の
首
都
三
－
デ
リ
ー
と
そ
の
周
辺
地
域
に
現
存
し
て
い
る
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
期
の
造
営
と
推
定
さ
れ
る
多
数
の
墓
 
 

建
築
と
の
関
連
で
あ
っ
た
。
 
 
 

三
－
デ
リ
ー
の
中
心
部
と
そ
の
周
辺
、
と
り
わ
け
そ
の
南
郊
一
帯
の
地
域
に
ほ
、
今
月
な
お
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
時
代
に
造
営
さ
れ
た
 
 

デ
リ
ー
＝
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
ー
支
配
層
 
 

デ
リ
ー
‖
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
一
文
配
層
 
 
 

l
 
デ
リ
ー
現
存
の
墓
建
築
上
ロ
ー
デ
ィ
ー
支
配
層
 
 

荒
 
 
 
松
 
雄
 
 



二
 
 

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
 
第
八
十
八
研
 
 

建
造
物
の
遺
跡
が
、
多
数
、
散
在
し
て
い
る
。
現
在
は
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
市
と
く
に
そ
の
南
郊
の
開
発
・
発
展
の
た
め
に
宅
地
の
中
に
埋
 
 

没
し
て
し
ま
っ
た
格
好
だ
が
、
私
が
最
初
に
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
滞
在
し
た
一
九
五
四
－
五
六
年
に
は
勿
論
、
一
九
五
九
－
六
〇
年
及
び
一
 
 

九
六
】
－
六
二
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
、
東
大
イ
ン
ド
史
蹟
調
査
団
の
一
員
と
し
て
デ
リ
ー
地
域
で
調
査
に
従
っ
て
い
た
時
も
、
首
都
圏
 
 

南
部
の
地
域
ほ
、
今
日
と
違
っ
て
数
多
く
の
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
及
び
ム
ガ
ル
帝
国
期
に
造
営
さ
れ
た
墓
建
築
や
モ
ス
ク
を
至
る
と
こ
ろ
に
見
 
 

出
す
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
前
記
の
小
論
で
ほ
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
の
中
で
、
と
く
に
そ
の
残
存
す
る
数
が
著
し
く
多
い
と
思
わ
れ
た
 
 

サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
に
属
す
る
墓
建
築
に
つ
い
て
、
私
が
多
年
抱
い
て
き
た
疑
問
の
解
明
を
、
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
の
権
力
構
造
、
と
り
わ
け
 
 

ス
ル
タ
ー
ン
の
君
主
権
と
支
配
層
の
権
力
意
識
の
問
題
と
関
連
さ
せ
つ
つ
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
ほ
、
ま
ず
初
め
に
、
 
 

そ
の
小
論
の
結
論
を
簡
単
に
要
約
し
て
お
き
た
い
。
 
 
 

サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
時
代
に
造
営
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
デ
リ
ー
地
域
に
現
存
す
る
墓
建
築
は
、
そ
の
残
存
す
る
遺
跡
の
数
か
ら
見
れ
ば
、
 
 

次
の
よ
う
に
な
る
。
 
 

な
お
、
こ
こ
に
記
し
た
時
代
区
分
は
、
か
つ
て
私
た
ち
東
大
イ
ン
ド
史
蹟
調
査
団
が
採
用
し
た
、
デ
リ
ー
＝
サ
ル
タ
ナ
ッ
・
卜
を
、
「
第
 
 

Ⅰ
期
」
ま
た
ほ
「
初
期
」
、
「
第
Ⅱ
期
」
ま
た
ほ
「
中
期
」
、
「
第
Ⅲ
期
」
ま
た
ほ
「
末
期
」
と
い
う
三
期
に
分
け
る
方
法
に
従
っ
た
も
の
で
 
 
 

（
2
）
 
 

あ
る
。
こ
れ
を
サ
ル
タ
ナ
ッ
・
卜
五
王
朝
に
当
て
棋
め
る
と
、
第
Ⅰ
期
・
初
期
ほ
十
三
世
紀
初
頭
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
に
至
る
奴
隷
王
朝
 
 

（
t
h
e
 
S
－
a
く
e
 
d
y
n
a
s
t
y
）
と
ハ
ル
ジ
ー
只
b
巴
j
川
朝
、
第
Ⅱ
期
・
中
期
ほ
十
四
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
ト
ゥ
グ
ル
ク
T
千
 
 

首
F
q
朝
期
、
そ
し
て
、
第
Ⅲ
期
・
末
期
は
、
十
五
世
紀
前
半
か
ら
十
六
世
紀
前
半
に
至
る
サ
イ
イ
ド
S
a
i
y
i
d
・
ロ
ー
デ
ィ
一
両
王
朝
に
 
 
 

川
 
第
Ⅰ
期
 
 
五
件
。
 
 

㈲
 
第
Ⅱ
－
Ⅲ
期
 
 
八
件
。
 
 

閻
 
第
Ⅱ
期
 
 
四
十
二
件
。
 
 

㈲
 
第
Ⅲ
期
 
 
八
十
七
件
。
 
 



わ
た
る
期
間
で
あ
る
。
 
 
 

右
の
時
代
区
分
の
う
ち
第
Ⅱ
－
Ⅲ
期
に
分
け
た
基
建
築
八
件
を
第
Ⅱ
期
の
方
に
加
え
て
数
え
る
と
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
初
期
及
び
中
期
 
 

（
第
Ⅰ
－
Ⅱ
期
）
と
、
末
期
（
第
Ⅲ
期
）
に
属
す
る
と
推
定
し
得
る
墓
建
築
の
数
は
、
夫
々
、
五
十
五
件
と
八
十
七
件
と
な
る
。
 
 
 

私
は
さ
き
に
、
拙
者
『
イ
ン
ド
史
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
聖
廟
』
（
一
九
七
七
年
刊
）
の
第
四
部
第
四
章
「
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
の
墓
の
形
 
 

態
・
構
造
上
の
問
題
点
」
の
な
か
で
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
時
代
の
列
柱
式
墓
建
築
の
な
か
に
ほ
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
を
葬
っ
た
塞
が
相
当
数
見
 
 

（
3
）
 
 

出
さ
れ
る
こ
と
、
逆
に
、
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
を
葬
っ
た
墓
に
は
列
柱
式
墓
建
築
が
相
当
数
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
。
従
っ
て
、
さ
き
 
 

に
記
し
た
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
初
期
及
び
中
期
の
造
営
と
推
定
さ
れ
る
墓
建
築
と
、
同
じ
く
末
期
と
推
定
さ
れ
る
も
の
の
な
か
か
ら
、
仮
に
二
 
 

十
五
件
及
び
三
十
二
件
を
数
え
る
多
本
柱
形
式
の
墓
建
築
を
省
い
て
そ
の
数
を
記
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
 
 

川
 
初
期
及
び
中
期
に
属
す
る
と
推
定
さ
れ
る
墓
建
築
 
 
三
十
件
。
 
 

刷
 
末
期
に
属
す
る
と
推
定
さ
れ
る
墓
建
築
 
 
五
十
五
件
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
墓
建
築
の
残
存
す
る
数
を
調
べ
て
み
る
限
り
に
お
い
て
は
、
二
一
〇
年
を
越
す
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
初
期
及
び
中
期
の
問
に
造
 
 

営
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
喜
連
築
の
数
に
比
べ
て
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
、
そ
れ
も
主
と
し
て
、
七
五
年
の
間
、
四
分
の
三
世
紀
と
い
う
 
 

短
期
間
の
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
時
代
に
造
営
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
墓
建
築
の
方
が
、
そ
の
数
に
お
い
て
、
異
常
に
多
い
と
い
う
こ
と
に
気
付
 
 

（
4
）
 
 

く
の
で
あ
る
。
 
 
 

私
た
ち
調
査
団
は
、
「
基
建
築
」
と
言
う
よ
り
も
む
し
ろ
「
墓
地
」
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
、
礼
拝
壁
や
困
壁
あ
る
い
は
門
を
備
え
て
い
 
 

（
5
）
 
 

る
「
ガ
ナ
ー
テ
ィ
ー
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
」
G
a
n
註
・
呂
a
s
j
i
d
と
言
わ
れ
る
特
異
な
建
造
物
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
い
、
『
デ
リ
ー
』
の
第
l
 
 

巻
「
遺
跡
総
目
録
」
で
は
、
〔
G
〕
の
略
記
号
の
も
と
に
「
墓
地
」
と
し
て
収
録
し
て
お
い
た
。
こ
の
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
期
造
営
の
特
異
な
 
 

デ
リ
ー
‖
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
ー
支
配
層
 
 
 



建
造
物
た
る
ガ
ナ
ー
テ
ィ
ー
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
の
数
に
つ
い
て
墓
建
築
と
同
様
の
時
代
区
分
を
試
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
 
 

川
 
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
初
期
及
び
中
期
に
属
す
る
と
推
定
し
得
る
も
の
 
 
十
一
件
。
 
 
 

闇
 
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
に
属
す
る
と
推
定
し
得
る
も
の
 
 
六
十
一
件
。
 
 
 

こ
の
数
字
を
見
る
と
、
ガ
ナ
ー
テ
ィ
ー
＝
マ
ス
ジ
ッ
ド
形
式
の
墓
地
に
関
す
る
限
り
は
、
墓
建
築
の
場
合
以
上
に
、
末
期
造
営
の
も
の
 
 

（
6
）
 
 

の
件
数
は
前
・
中
期
の
そ
れ
を
併
せ
た
数
に
比
べ
・
て
著
し
く
多
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
に
お
け
る
墓
建
築
及
び
ガ
ナ
ー
テ
ィ
ー
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
形
式
の
墓
地
の
造
営
数
の
著
し
い
増
大
と
い
う
興
味
あ
る
 
 

現
象
の
理
由
の
一
つ
を
、
私
は
、
さ
き
の
拙
稿
に
お
い
て
、
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
支
配
期
に
お
け
る
ア
フ
ガ
ン
人
支
配
層
、
と
く
に
貴
族
勢
力
 
 

（
7
）
 
 

と
ス
ル
タ
ー
ン
と
の
関
係
の
特
異
性
に
求
め
た
。
詳
し
く
ほ
前
記
拙
稿
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
が
、
今
こ
こ
に
、
そ
の
要
点
だ
け
を
記
す
 
 

と
、
ほ
ぼ
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 
 

い
わ
ゆ
る
奴
隷
王
朝
、
ハ
ル
ジ
ー
及
び
ト
ゥ
グ
ル
ク
朝
な
ど
の
ト
ル
コ
系
ス
ル
タ
ー
ン
を
頂
点
に
頂
く
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
体
制
下
で
は
、
 
 

ス
ル
タ
ー
ン
の
権
威
は
極
め
て
強
く
、
君
主
権
に
対
す
る
貴
族
の
認
識
に
は
、
い
わ
ば
絶
対
的
な
も
の
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
同
じ
民
族
 
 

に
属
す
る
ト
ル
コ
系
貴
族
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
異
民
族
ム
ス
リ
ム
あ
る
い
ほ
イ
ン
ド
人
か
ら
の
改
宗
ム
ス
リ
ム
の
支
配
層
も
、
多
か
れ
 
 

少
か
れ
、
君
主
の
絶
対
権
力
に
対
す
る
ト
ル
コ
人
的
な
認
識
、
あ
る
い
は
現
実
の
場
に
お
け
る
ス
ル
タ
ー
ン
と
貴
族
層
と
の
関
係
か
ら
、
 
 

生
前
ほ
勿
論
そ
の
死
後
に
お
い
て
、
自
己
や
そ
の
一
族
郎
党
の
者
の
墓
や
、
関
係
す
る
他
の
支
配
層
に
属
す
る
者
の
墓
を
、
容
易
に
は
構
 
 

．
 
 

築
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
初
期
の
墓
建
築
で
現
存
す
る
も
の
が
極
め
て
少
数
で
あ
り
、
 
 

残
存
す
る
も
の
も
そ
の
大
半
が
ス
ル
タ
ー
ン
か
そ
の
一
族
の
者
の
墓
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
推
論
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

中
期
の
前
半
す
な
わ
ち
ト
ゥ
グ
ル
ク
朝
前
期
に
つ
い
て
も
、
強
大
な
君
主
権
の
下
で
、
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
が
指
摘
出
来
る
。
た
だ
、
中
期
 
 
 

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
 
第
八
十
八
珊
 
 



の
後
半
に
入
り
ス
ル
タ
ー
ン
‖
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
‖
シ
ャ
ー
S
已
芯
n
 
F
H
r
訂
S
F
抑
F
 
の
治
世
に
な
る
と
、
中
小
の
墓
建
築
の
数
が
若
干
増
 
 

え
、
ス
ル
タ
ー
ン
と
そ
の
一
族
以
外
の
支
配
層
あ
る
い
ほ
聖
者
の
塞
が
、
相
当
数
、
造
営
さ
れ
た
こ
と
が
判
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
こ
 
 

の
ス
ル
タ
ー
ン
の
都
市
造
営
や
水
利
施
設
な
ど
の
公
共
工
事
や
さ
ま
ざ
ま
な
建
造
物
造
営
を
含
む
社
会
政
策
や
特
異
な
個
人
的
噂
好
と
、
 
 

そ
れ
に
対
応
す
る
一
部
貴
族
の
問
に
見
ら
れ
た
建
築
ブ
ー
ム
と
も
言
え
る
よ
う
な
傾
向
と
風
潮
と
の
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
 
 

ロ
ー
デ
ィ
一
朝
時
代
の
墓
建
築
の
数
の
増
加
は
、
そ
の
建
造
物
の
規
模
の
増
大
と
い
う
現
象
を
と
も
な
い
な
が
ら
、
ス
ル
タ
ー
ン
‖
フ
ィ
 
 

ー
ロ
ー
ズ
‖
シ
ャ
ー
の
場
合
を
は
る
か
に
凌
ぐ
も
の
さ
え
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
特
異
な
現
象
の
理
由
の
一
端
を
、
私
ほ
、
ト
ル
コ
系
支
配
層
の
権
力
構
造
、
と
く
に
ス
ル
タ
ー
ン
を
絶
対
視
す
る
貴
族
勢
力
 
 

の
姿
勢
と
は
著
し
く
異
な
る
、
ア
フ
ガ
ン
人
支
配
層
の
権
力
関
係
の
中
に
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

ア
フ
ガ
ン
人
の
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
支
配
体
制
に
見
ら
れ
る
一
つ
の
特
徴
ほ
、
ロ
ー
デ
ィ
一
体
制
下
の
支
配
層
を
形
成
し
て
い
た
ア
フ
ガ
ン
 
 

詔
部
族
の
間
に
一
様
に
見
ら
れ
た
、
部
族
間
の
相
互
依
存
関
係
と
、
そ
の
基
盤
と
し
て
窺
え
る
部
族
間
相
互
の
自
主
独
立
を
尊
重
す
る
権
 
 

力
関
係
と
で
あ
っ
た
。
 
 
 

勿
論
、
ア
フ
ガ
ン
人
た
る
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
の
三
人
の
ス
ル
タ
ー
ン
、
す
な
わ
ち
初
代
の
パ
ハ
ロ
ー
ル
‖
シ
ャ
ー
B
a
h
】
已
S
F
帥
h
と
第
 
 

二
・
三
代
の
ス
イ
カ
ン
ダ
ル
‖
シ
ャ
ー
S
i
k
a
n
d
a
r
 
S
h
晋
と
イ
プ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
‖
ロ
ー
デ
ィ
ー
I
b
r
巴
且
m
 
L
已
h
叫
と
で
は
、
最
高
権
 
 

力
者
と
し
て
、
彼
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
ア
フ
ガ
ン
人
族
長
や
貴
族
層
に
対
す
る
姿
勢
に
お
い
て
相
当
の
差
ほ
あ
っ
た
。
 
 
 

本
稿
で
は
改
め
て
詳
し
く
は
述
べ
な
い
が
、
私
の
さ
き
の
論
考
で
も
、
先
学
の
研
究
成
果
を
利
用
し
っ
つ
、
例
え
ば
カ
ー
ス
ィ
ム
＝
フ
 
 

ィ
リ
シ
タ
 
ゆ
訝
i
m
 
H
i
n
d
思
b
詳
 
F
i
r
i
s
b
t
a
F
 
の
史
書
や
、
自
ら
ア
フ
ガ
ン
人
た
る
ア
ッ
パ
ー
ス
‖
ハ
ー
ン
‖
サ
ル
ワ
ー
ニ
ー
A
b
b
訝
 
 

属
h
ぎ
S
a
⊇
1
阿
n
H
の
『
ダ
ト
ウ
ー
ド
の
歴
史
』
（
↓
智
叫
註
・
Q
 
b
聖
監
叫
）
 
の
叙
述
、
ア
フ
マ
ド
‖
ヤ
ー
ド
ガ
ー
ル
A
官
a
d
 
Y
註
g
腎
の
 
 

デ
リ
ー
‖
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
ー
支
配
層
 
 

五   



六
 
 
 

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
 
第
八
十
八
鮒
 
 

『
ア
フ
ガ
ン
の
ス
ル
タ
ー
ン
た
ち
の
歴
史
』
（
↓
智
叫
監
・
b
 
h
已
愈
叫
苧
恥
ゝ
患
叫
軋
喜
討
）
、
及
び
『
ハ
ー
ン
‖
ジ
ャ
ハ
ー
ン
＝
ロ
ー
デ
ィ
ー
の
歴
 
 

史
』
（
↓
智
叫
監
・
㌣
慧
蟄
こ
鼓
蟄
こ
討
蛍
）
 
の
著
者
ニ
ー
マ
ッ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
の
叙
述
な
ど
、
同
時
代
乃
至
ほ
ム
ガ
ル
前
期
の
文
献
史
料
の
 
 

内
容
か
ら
、
以
上
の
事
柄
に
つ
い
て
の
権
力
関
係
の
特
徴
を
、
か
な
り
の
程
度
、
穎
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
 
 

（
8
）
 
 
 

詳
し
く
ほ
前
掲
の
拙
稿
に
譲
る
と
し
て
、
ス
ル
タ
ー
ン
＝
バ
ハ
ロ
ー
ル
は
、
奴
隷
王
朝
の
パ
ル
バ
ン
、
あ
る
い
ほ
ア
ラ
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ー
 
 

ン
‖
ハ
ル
ジ
ー
へ
A
－
聖
 
a
T
D
H
n
 
只
h
巴
j
ご
や
ム
ハ
ン
マ
ド
‖
ビ
ン
＝
ト
・
ゥ
ダ
ル
ク
 
呂
已
盲
m
m
邑
b
i
n
 
T
u
g
E
已
q
 
の
よ
う
な
強
大
な
 
 

（
2
1
）
 
 

専
制
君
主
と
は
全
く
対
疏
的
な
首
長
と
し
て
行
動
し
、
手
中
に
入
れ
た
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
体
制
を
、
「
諸
部
族
の
間
の
一
種
の
連
合
体
」
と
 
 

（
9
）
 
 

い
う
風
に
考
え
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
R
・
P
・
ト
ク
リ
パ
テ
ィ
 
R
．
P
．
T
r
i
p
a
t
F
i
 
は
、
バ
ハ
ロ
ー
ル
‖
シ
ャ
ー
は
「
ス
ル
タ
 
 

ー
ン
の
犠
牲
に
お
い
て
貴
族
た
ち
の
権
力
と
威
信
と
を
高
め
る
」
役
割
を
果
し
た
と
述
べ
、
さ
ら
に
 
「
バ
ハ
F
－
ル
は
、
よ
く
見
た
と
し
 
 

て
も
、
せ
い
ぜ
い
、
ア
フ
ガ
ー
ン
諸
部
族
の
チ
ー
フ
‖
リ
ー
ダ
ー
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
王
国
の
す
べ
て
の
人
民
の
王
で
ほ
な
か
っ
た
」
と
記
 
 

（
1
0
）
 
 

し
て
い
る
。
 
 
 

ア
フ
ガ
ン
王
国
の
貴
族
た
ち
の
カ
を
抑
え
、
ス
ル
タ
ー
ン
の
権
威
を
高
め
る
こ
と
に
努
め
た
第
二
代
の
ス
イ
カ
ン
ダ
ル
‖
シ
ャ
ー
も
、
 
 

実
際
の
政
治
の
場
で
ア
フ
ガ
ン
詔
部
族
の
首
長
た
ち
を
前
に
し
て
は
慎
重
に
振
舞
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
フ
ィ
リ
ン
タ
も
記
し
て
い
る
 
 

よ
う
に
、
彼
も
ま
た
、
「
偉
大
な
首
長
た
ち
（
h
u
邑
r
・
e
 
a
k
詳
i
r
）
の
前
で
は
、
王
座
の
上
に
坐
ら
な
か
っ
た
」
し
、
彼
ら
を
受
け
入
れ
る
 
 

（
1
1
）
 
時
に
ほ
自
分
も
点
か
ら
下
り
て
迎
え
た
と
い
う
。
ス
イ
カ
ン
ダ
ル
自
身
、
そ
の
萱
極
の
前
後
か
ら
治
世
の
前
半
に
か
け
て
は
、
そ
の
体
制
 
 

（
1
2
）
 
の
内
外
に
様
々
な
難
問
を
抱
え
で
い
た
。
勿
論
、
彼
は
、
徐
々
に
ア
フ
ガ
ン
部
族
長
や
貴
族
た
ち
の
権
力
や
権
威
を
低
め
る
よ
う
な
政
策
 
 

を
採
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
貴
族
勢
力
の
増
大
や
、
前
代
か
ら
の
諸
部
族
の
首
長
の
自
主
独
立
の
関
係
を
そ
の
儀
認
め
る
の
を
一
応
ほ
 
 

拒
む
姿
勢
を
採
り
な
が
ら
も
、
ア
フ
ガ
ン
入
部
族
制
が
保
ち
続
け
て
き
た
伝
統
的
な
権
力
関
係
に
対
し
て
ほ
、
そ
れ
を
十
分
に
認
め
て
尊
 
 
 



重
し
、
そ
の
一
方
で
、
徐
々
に
ス
ル
タ
ー
ン
の
権
威
を
強
め
貴
族
勢
力
を
抑
制
す
る
と
い
う
賢
明
な
政
策
を
採
っ
た
と
見
る
ぺ
き
で
あ
ろ
 
 

う
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
、
や
ほ
り
、
当
時
の
ア
フ
ガ
ン
支
配
層
は
、
ト
ゥ
リ
バ
テ
ィ
を
し
て
言
わ
し
め
れ
ば
、
「
頭
が
固
く
、
し
 
 

か
も
自
由
を
好
む
人
た
ち
で
、
王
権
に
つ
い
て
の
新
し
い
観
念
に
対
し
て
ほ
、
た
や
す
く
自
分
た
ち
を
適
応
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
出
来
な
 
 

（
1
3
）
 
 

か
っ
た
」
 
の
で
あ
る
。
 
 
 

三
代
目
の
ス
ル
タ
ー
ン
と
な
っ
た
イ
プ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
ほ
、
前
二
代
の
治
世
に
お
い
て
強
大
な
自
由
を
享
受
し
て
い
た
ア
フ
ガ
ン
人
貴
族
 
 

に
対
し
て
抑
圧
的
な
強
行
策
を
採
る
に
至
っ
た
。
だ
が
、
彼
の
支
配
下
に
あ
っ
て
も
、
ア
フ
ガ
ン
人
の
有
力
支
配
層
や
族
長
問
に
ほ
、
依
 
 

然
と
し
て
部
族
間
の
自
主
・
割
拠
主
義
的
な
意
識
が
あ
り
、
相
互
の
間
に
は
つ
ね
に
対
立
関
係
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
指
摘
出
来
る
。
 
 

結
局
、
ロ
ー
デ
ィ
ー
支
配
を
消
滅
さ
れ
る
要
因
と
な
っ
た
パ
ー
プ
ル
に
対
す
る
屈
伏
が
、
ア
フ
ガ
ン
体
制
下
に
存
続
し
て
い
た
特
異
な
部
 
 

族
的
心
情
と
そ
れ
に
基
づ
く
支
配
層
の
間
の
権
力
党
争
と
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
柄
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
、
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
支
配
下
、
と
く
に
前
二
代
の
ス
ル
タ
ー
ン
の
治
世
で
見
ら
れ
た
ア
フ
ガ
ン
人
貴
族
と
王
権
と
の
特
異
な
 
 

関
係
、
部
族
間
の
自
主
独
立
的
意
識
の
存
続
と
い
う
事
実
が
、
ス
ル
タ
ー
ン
の
墓
や
少
数
の
有
力
支
配
層
の
墓
に
十
分
匹
敵
し
得
る
、
あ
 
 

る
い
ほ
、
時
に
は
そ
れ
ら
を
も
凌
駕
す
る
超
の
大
規
模
な
墓
建
築
を
次
か
ら
次
へ
と
造
営
し
て
い
く
習
慣
を
生
み
出
し
、
デ
リ
ー
諸
地
域
 
 

を
一
種
の
 
（
墓
の
町
）
に
ま
で
さ
せ
る
結
果
を
導
い
た
最
も
大
き
な
原
因
で
あ
る
と
、
私
は
考
え
る
。
 
 
 

さ
て
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
問
に
、
デ
リ
ー
諸
地
域
に
ほ
、
各
種
の
規
模
と
形
式
と
を
持
つ
モ
ス
ク
が
、
相
当
数
、
造
営
さ
れ
て
お
 
 

り
、
今
日
な
お
、
そ
の
多
く
が
遺
跡
と
し
て
残
存
し
て
い
る
。
勿
論
、
モ
ス
ク
の
場
合
に
ほ
、
前
稿
で
考
察
し
た
基
と
ほ
異
な
る
性
格
を
 
 

種
々
の
点
で
持
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
し
、
建
造
の
動
機
や
造
営
の
当
事
者
等
に
お
い
て
も
些
か
異
な
る
条
件
を
考
え
る
必
 
 

要
も
あ
る
。
果
し
て
、
前
稿
で
考
察
し
、
一
応
の
結
論
と
し
て
導
入
し
た
さ
き
の
推
論
が
モ
ス
ク
の
場
合
に
も
当
て
碗
ま
る
も
の
か
ど
う
 
 

デ
リ
ー
‖
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
ー
支
配
層
 
 

七   



イ
ン
ド
史
蹟
調
査
団
の
報
告
書
『
デ
リ
ー
』
の
第
1
巻
「
遺
跡
総
目
録
」
で
は
、
墓
建
築
〔
T
〕
、
墓
地
〔
G
〕
、
水
利
施
設
〔
W
〕
、
 
 

及
び
、
そ
の
他
の
建
造
物
〔
0
〕
 
の
他
に
、
モ
ス
ク
六
十
一
件
を
採
録
し
、
〔
M
〕
 
の
略
号
を
用
い
た
。
 
 
 

こ
れ
ら
六
十
一
の
モ
ス
ク
の
中
に
は
、
ム
ス
リ
ム
の
イ
ー
ド
の
礼
拝
に
用
い
る
イ
ー
ド
ガ
」
d
g
詳
も
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
、
モ
ス
 
 

ク
か
ど
う
か
正
確
に
は
判
断
し
難
い
建
造
物
も
収
録
し
て
お
い
た
。
こ
れ
ら
の
モ
ス
ク
を
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
の
初
期
・
中
期
・
末
期
の
三
 
 

期
に
分
類
し
て
夫
々
の
数
を
調
べ
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

川
 
第
Ⅰ
期
に
属
す
る
と
推
定
し
た
も
の
 
 
〔
M
l
〕
と
〔
2
〕
 
の
二
件
。
 
 

闇
′
第
Ⅱ
期
に
属
す
る
と
推
定
し
た
も
の
 
〔
M
3
〕
か
ら
〔
M
巴
の
二
十
九
件
、
及
び
〔
M
5
6
〕
の
イ
ー
ド
ガ
ー
一
件
。
 
 

㈲
 
第
Ⅱ
－
Ⅲ
期
に
属
す
る
と
推
定
し
た
も
の
 
 
〔
M
5
7
〕
の
一
件
。
但
し
、
こ
の
建
造
物
に
つ
い
て
は
、
モ
ス
ク
で
は
な
い
 
 

可
能
性
む
あ
る
。
 
 

㈲
 
東
Ⅲ
期
に
属
す
る
と
推
定
し
た
も
の
 
 
〔
M
3
2
〕
か
ら
〔
M
5
5
〕
ま
で
の
二
十
四
件
、
並
び
に
〔
M
5
8
〕
か
ら
〔
M
6
0
〕
 
 

ま
で
の
三
件
。
 
 

㈲
 
時
期
不
明
の
も
の
 
 
〔
M
6
1
〕
 
の
一
件
。
 
 
 

八
 
 

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
 
第
八
十
八
研
 
 

か
、
本
稿
で
ほ
、
ま
ず
そ
う
し
た
問
題
を
掲
げ
て
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
に
造
営
さ
れ
た
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
ー
支
配
層
と
の
関
係
を
採
 
 

り
、
そ
れ
に
つ
い
て
歴
史
的
な
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。
 
 

2
 
デ
リ
ー
に
現
存
す
る
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
造
営
の
モ
ス
ク
 
 



右
に
挙
げ
た
モ
ス
ク
の
数
を
夫
々
の
時
代
区
分
に
従
っ
て
合
計
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
但
し
、
第
Ⅱ
－
Ⅲ
期
と
し
た
、
モ
 
 

ス
ク
で
な
い
可
能
性
の
あ
る
建
造
物
一
件
ほ
、
こ
れ
を
第
Ⅱ
期
に
含
め
て
考
え
て
私
の
本
稿
の
立
論
を
よ
り
公
正
な
も
の
に
し
、
ま
た
、
 
 

へ
‖
｝
 
 

最
後
に
挙
げ
た
時
期
不
明
の
モ
ス
ク
〔
M
6
1
〕
は
、
私
の
推
論
に
基
づ
い
て
第
Ⅰ
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
得
る
も
の
と
し
て
考
え
、
や
や
 
 

整
理
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
イ
ー
ド
ガ
ー
一
件
を
含
め
る
と
、
次
の
如
く
に
な
る
。
 
 

闇
 
第
Ⅱ
期
 
三
十
一
件
。
 
 
 

川
 
第
Ⅰ
期
 
三
件
。
 
 

㈲
 
第
Ⅲ
期
 
二
十
七
件
。
 
 
 

こ
れ
を
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
初
期
及
び
中
期
（
第
Ⅰ
－
Ⅱ
期
）
と
末
期
（
第
Ⅲ
期
）
と
に
大
き
く
二
分
し
て
み
る
と
、
モ
ス
ク
の
数
は
、
夫
 
 

々
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
 
 

川
 
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
初
期
及
び
中
期
に
属
す
る
と
推
定
し
得
る
も
の
 
 
三
十
四
件
。
 
 

闇
 
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
に
属
す
る
と
推
定
し
得
る
も
の
 
 

二
十
七
件
。
 
 
 

サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
の
初
期
及
び
中
期
ほ
、
奴
隷
王
朝
、
ハ
ル
ジ
ー
及
び
ト
ゥ
グ
ル
ク
両
朝
の
三
王
朝
に
あ
た
る
時
期
で
、
ほ
ぼ
二
一
〇
年
 
 

に
及
ぶ
。
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
は
、
サ
イ
イ
ド
及
び
ロ
ー
デ
ィ
ー
の
両
王
朝
を
含
む
一
一
二
年
に
わ
た
る
期
間
で
あ
る
が
、
そ
の
中
、
サ
 
 

ル
タ
ナ
ッ
ト
最
後
の
、
一
四
五
一
年
か
ら
一
五
二
六
年
の
ほ
ぼ
七
十
五
年
間
に
わ
た
っ
て
支
配
し
た
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
が
、
そ
の
時
期
の
大
 
 

半
を
占
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

さ
て
、
前
項
で
記
し
た
よ
う
に
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
、
卜
時
代
の
墓
建
築
の
数
を
三
期
に
つ
い
て
分
け
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

川
 
サ
ル
タ
ナ
ッ
、
卜
初
期
及
び
中
期
に
属
す
る
と
ほ
ぼ
推
定
し
得
る
も
の
 
 
五
十
五
件
。
 
 

闇
 
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
に
属
す
る
と
推
定
し
得
る
も
の
 
 

八
十
七
件
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
年
を
越
す
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
初
期
及
び
中
期
に
造
営
さ
れ
た
墓
建
築
の
方
が
、
そ
の
半
分
の
年
数
に
近
い
〓
○
年
 
 

デ
リ
ー
‖
サ
ル
タ
ナ
ッ
、
卜
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
一
文
配
層
 
 

九   



東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
 
第
八
十
八
鮒
 
 

挿図1．サルタナγト初期・中期のモスク〔■印〕の分布図。   



デ
リ
ー
‖
サ
ル
タ
ナ
ッ
ー
ト
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
一
文
配
層
 
 

挿図2．サルタナット末期のモスクの分布図。  

（番号を付けない■印ほ，初期・中期のモスク）   



一
二
 
 

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
 
第
八
十
八
研
 
 

間
の
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
造
営
数
に
比
べ
て
著
し
く
少
な
い
こ
と
が
判
る
。
ガ
ナ
ー
テ
ィ
ー
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
る
、
礼
拝
堂
を
 
 

備
え
た
墓
地
に
至
っ
て
は
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
初
期
・
中
期
を
併
せ
て
の
僅
か
十
一
件
に
此
し
て
、
末
期
の
場
合
は
、
何
と
六
十
一
件
、
す
 
 

な
わ
ち
、
前
者
の
時
期
の
ほ
ぼ
五
倍
半
の
多
さ
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
に
比
べ
て
み
る
と
、
モ
ス
ク
の
場
合
は
、
や
や
異
な
る
結
果
が
見
ら
れ
る
。
初
期
及
び
中
期
に
属
す
る
も
の
三
十
四
件
に
対
す
る
 
 

に
、
一
束
期
の
残
存
数
は
二
十
七
件
で
、
墓
建
築
や
ガ
ナ
ー
テ
ィ
ー
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
形
式
の
墓
地
に
比
べ
る
と
、
そ
の
比
率
ほ
や
や
低
く
な
 
 

っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
と
て
も
、
ほ
ぼ
二
一
〇
年
の
初
期
・
中
期
に
対
し
て
、
末
期
の
一
一
二
年
と
い
う
年
数
 
 

町
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
総
体
と
し
て
ほ
、
モ
ス
ク
の
数
は
、
墓
建
築
寝
で
は
な
い
に
し
て
も
、
や
ほ
り
、
そ
の
造
営
の
数
が
増
え
て
い
る
 
 

と
い
う
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
 
 

（
1
5
）
 
 
 

サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
墓
建
築
に
つ
い
て
考
察
し
た
場
合
も
、
そ
の
数
ば
か
り
で
な
く
、
規
模
や
形
式
、
造
営
者
に
も
若
干
触
れ
た
が
、
 
 

対
象
が
モ
ス
ク
と
な
る
と
、
そ
の
建
造
物
の
宗
教
的
、
社
会
的
な
性
格
も
あ
っ
て
、
墓
建
築
の
場
合
以
上
に
、
そ
の
規
模
や
形
態
・
構
造
 
 

な
ど
に
、
簡
単
に
せ
よ
触
れ
な
い
わ
け
に
ほ
い
か
な
い
。
そ
れ
に
、
モ
ス
ク
の
造
営
の
場
合
に
ほ
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
中
期
の
後
半
期
に
当
 
 

る
ナ
ゥ
ダ
ル
ク
朝
の
ス
ル
タ
ー
ン
‖
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
‖
シ
ャ
ー
の
治
世
に
お
け
る
モ
ス
ク
建
造
ブ
ー
ム
と
で
も
言
い
得
る
よ
う
な
特
異
な
 
 

現
象
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
ま
ず
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
に
造
営
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
モ
ス
ク
に
つ
 
 

い
て
、
形
態
・
規
模
等
に
つ
い
て
一
応
の
説
明
を
加
え
て
み
た
い
。
 
 
 

デ
リ
ー
地
域
に
現
存
す
る
サ
ル
タ
ナ
ッ
ー
ト
末
期
に
属
す
る
と
推
定
し
た
二
十
七
件
の
モ
ス
ク
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
規
模
や
形
態
・
様
式
 
 

の
点
を
踏
ま
え
つ
つ
大
ざ
っ
ば
に
分
け
て
そ
の
特
徴
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
ほ
ぼ
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
 
 

山
 
間
ロ
が
五
問
の
か
な
り
の
規
模
の
モ
ス
ク
。
室
内
は
ア
ー
チ
で
仕
切
ら
れ
て
は
い
る
が
、
独
立
し
た
部
屋
を
五
つ
持
っ
て
い
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デ
リ
ー
‖
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
一
文
配
層
 
 
 

は
や
や
異
な
る
中
型
の
モ
ス
ク
で
、
例
え
ば
、
間
口
四
間
で
墓
墟
や
囲
 
 

挿図3．ニーリー＝マスジッド〔M．37〕。  

る
わ
け
で
ほ
な
く
、
屋
上
の
ド
ー
ム
は
一
乃
至
ほ
三
つ
。
例
え
ば
〔
M
 
 

（
1
6
）
 
 

3
2
〕
〔
M
3
5
〕
〔
M
3
6
〕
な
ど
で
あ
り
、
ま
た
、
南
北
両
側
に
袖
窒
を
東
 
 

に
張
り
出
し
た
マ
フ
ド
ゥ
ー
ム
‖
サ
ー
ヒ
ブ
M
a
k
F
d
ロ
m
 
S
a
官
b
の
 
 

モ
ス
ク
も
、
こ
れ
に
入
れ
て
い
い
だ
ろ
う
。
 
 

刷
 
礼
拝
室
が
三
部
屋
か
ら
五
部
屋
で
あ
る
が
、
Ⅲ
に
此
べ
て
規
模
が
 
 

や
や
小
さ
い
。
中
央
に
ド
ー
ム
を
頂
く
も
の
も
あ
る
が
、
ド
ー
ム
を
上
 
 

け
ず
に
平
坦
な
屋
根
を
持
つ
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
モ
ス
ク
は
、
サ
 
 

ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
タ
イ
プ
と
し
て
は
一
つ
の
代
表
的
な
形
態
と
言
え
 
 

る
。
例
え
ば
「
ニ
ー
リ
ー
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
」
宅
日
日
M
a
s
j
i
d
と
し
て
知
 
 

ら
れ
る
モ
ス
ク
〔
M
3
7
〕
ほ
そ
の
典
型
と
い
っ
て
よ
く
、
独
立
し
た
部
 
 

屋
と
い
う
よ
り
は
、
ア
ー
チ
と
ス
タ
イ
ン
チ
と
で
区
切
ら
れ
た
格
好
で
 
 

あ
る
。
〔
M
3
4
〕
、
〔
M
3
8
〕
か
ら
〔
M
4
0
〕
ま
で
の
三
件
、
〔
M
4
2
〕
か
 
 

ら
〔
M
4
7
〕
ま
で
の
六
件
、
〔
M
5
2
〕
か
ら
〔
M
5
4
〕
ま
で
の
三
件
の
 
 

モ
ス
ク
、
及
び
〔
M
5
8
〕
〔
M
6
0
〕
な
ど
を
こ
の
中
に
入
れ
る
こ
と
が
 
 

出
来
よ
う
。
 
 

㈲
 
右
の
は
の
如
き
、
い
わ
ば
末
期
の
中
型
モ
ス
ク
の
典
型
的
様
式
と
 
 



東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
 
第
八
十
八
掛
 
 

挿図4．ニーリー＝マスジッド〔M・37〕内部，北より。  

一
四
 
 

壁
を
持
つ
〔
M
5
0
〕
〔
M
5
1
〕
の
二
件
や
、
間
口
は
五
間
 
 
 

で
、
闇
の
型
の
両
端
に
二
つ
の
部
屋
を
付
け
た
格
好
の
 
 

〔
M
4
1
〕
や
〔
M
4
8
〕
な
ど
が
こ
れ
に
当
る
。
ま
た
、
 
 
 

間
口
六
問
で
、
そ
の
中
央
に
屋
上
に
登
る
階
段
を
追
っ
 
 

て
い
る
〔
M
4
9
〕
 
の
モ
ス
ク
の
如
き
も
こ
れ
に
入
れ
て
 
 

い
い
で
あ
ろ
う
。
 
 

㈲
 
破
壊
著
し
く
、
右
の
中
の
畑
か
㈲
か
は
不
明
な
も
 
 

の
。
例
え
ば
〔
M
5
7
〕
〔
M
5
9
〕
等
。
 
 
 

㈲
 
〔
M
5
5
〕
と
し
て
分
類
し
た
ア
ー
ド
チ
ー
ニ
ー
の
 
 

モ
ス
ク
。
そ
れ
は
、
我
々
の
報
告
書
『
デ
リ
ー
』
で
は
、
 
 

〔
G
〕
 
の
見
出
し
の
下
に
整
理
し
た
「
墓
地
」
 
の
項
目
 
 

の
中
に
入
れ
て
も
お
か
し
く
ほ
な
い
ガ
ナ
ー
テ
ィ
ー
‖
 
 

マ
ス
ジ
ッ
ド
形
式
の
構
築
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
浄
め
 
 
 

の
水
槽
（
井
戸
）
や
礼
拝
壁
前
の
礼
拝
床
を
備
え
、
明
 
 
 

ら
か
に
モ
ス
ク
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
 
 

と
く
に
 
〔
M
〕
項
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

さ
て
、
右
に
大
ざ
っ
ば
に
分
類
し
た
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
 
 
 



モ
ス
ク
の
諸
タ
イ
プ
の
中
で
、
本
稿
の
論
点
に
関
連
す
る
特
徴
乃
至
ほ
問
題
点
を
備
え
る
モ
ス
ク
を
幾
つ
か
抽
出
し
て
、
そ
の
規
模
と
併
 
 

せ
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。
 
 
 

…
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
モ
ス
ク
と
し
て
は
此
較
的
規
模
の
大
き
い
も
の
。
 
 

（
1
7
）
 
 

川
 
〔
M
讐
の
ム
パ
ー
ラ
ク
ブ
ル
‖
コ
ー
ト
ラ
の
モ
ス
ク
。
 
礼
拝
童
が
外
辺
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
と
九
メ
ー
ト
ル
の
比
較
的
 
 

大
型
の
モ
ス
ク
で
、
間
口
五
間
、
奥
行
き
二
間
で
、
三
つ
の
ド
ー
ム
を
屋
根
に
乗
せ
て
お
り
、
中
央
ド
ー
ム
が
や
や
大
き
く
て
高
 
 

い
。
間
口
五
問
の
部
屋
は
、
通
り
抜
け
の
形
式
で
あ
る
。
 
 

デ
リ
ー
‖
サ
ル
ダ
ナ
ッ
ト
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
し
デ
ィ
ー
支
配
層
 
 
 

挿図5．モラーダーバード＝パハーリーの北  

のモスク〔M・34〕。   

こ
の
モ
ス
ク
は
、
サ
イ
イ
ド
朝
の
ス
ル
タ
ー
ン
‖
ム
パ
ー
ラ
ク
‖
シ
ャ
ー
の
 
 

（
1
8
）
 
墓
と
推
定
さ
れ
る
八
角
形
の
大
型
墓
建
築
〔
T
7
7
〕
の
近
傍
の
ほ
ぼ
西
北
西
に
 
 

あ
り
、
そ
の
墓
を
取
囲
ん
で
い
た
と
推
定
さ
れ
る
囲
壁
の
西
壁
に
接
し
て
そ
の
 
 

西
門
の
直
ぐ
西
に
位
置
し
て
お
り
、
恐
ら
く
ほ
、
サ
イ
イ
ド
朝
時
代
の
造
営
と
 
 

推
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
の
私
の
論
点
の
中
心
た
る
ア
フ
ガ
ン
人
の
権
力
 
 

た
る
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
の
時
期
の
建
造
物
と
し
て
は
、
以
下
の
行
論
で
は
省
く
こ
 
 

と
と
す
る
。
 
 

闇
 
〔
M
3
4
〕
の
、
モ
ラ
ー
ダ
ー
バ
ー
ド
‖
パ
ハ
ー
リ
ー
M
O
r
註
詳
註
勺
a
b
野
川
 
 

（
1
9
）
 
 

の
北
の
モ
ス
ク
と
呼
ば
れ
る
も
の
。
三
宝
を
持
ち
、
中
央
の
部
屋
の
み
が
ド
ー
 
 

ム
を
掲
げ
る
様
式
で
、
規
模
も
南
北
二
九
、
東
西
一
五
メ
ー
ト
ル
で
、
か
な
り
 
 

の
大
型
で
あ
る
。
サ
ル
タ
ナ
ッ
ー
ト
中
期
（
第
Ⅱ
期
）
と
推
定
さ
れ
る
、
二
八
〆
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挿図6．バラー＝ダンパ ッド＝マスジッド〔≠ヰ・35〕。左に見える  

のはバラー＝ダンパ ッド。  

一
六
 
 

（
2
0
）
 
 

ッ
 
 

－
ト
ル
×
一
五
メ
ー
ト
ル
の
カ
サ
ー
イ
ー
ワ
ー
ラ
ー
‖
グ
ン
バ
ド
 
 

〔
M
1
9
〕
に
追
加
建
築
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
モ
ス
ク
の
立
つ
区
域
に
ほ
興
味
あ
る
建
造
物
が
残
っ
て
お
り
、
 
 

今
も
断
続
的
に
そ
の
一
部
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
四
メ
ー
ト
ル
厚
さ
の
 
 

（
2
1
）
 
 

囲
壁
や
門
な
ど
か
ら
見
て
、
か
な
り
の
地
方
的
権
力
者
か
有
力
貴
族
が
 
 

占
領
し
て
い
た
地
域
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
本
稿
の
視
点
か
ら
も
、
き
わ
 
 

（
2
2
）
 
 

め
て
興
味
が
あ
る
。
そ
の
近
く
に
は
、
巨
大
な
バ
ー
オ
リ
ー
〔
W
2
0
〕
 
 

も
残
っ
て
お
り
、
宗
教
上
の
一
中
心
地
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
 
 

㈲
 
バ
ラ
ー
‖
ダ
ン
パ
ッ
ド
‖
 マ
ス
ジ
ッ
ド
B
a
r
帥
G
仁
m
b
a
d
M
a
s
j
i
d
 
 

（
2
3
）
 
 

と
し
て
知
ら
れ
る
〔
M
3
5
〕
 
の
大
モ
ス
ク
。
内
庭
ほ
東
西
約
三
二
メ
ー
 
 

ト
ル
、
南
北
約
二
六
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
そ
の
南
側
に
バ
ラ
ー
＝
グ
ン
バ
 
 

ッ
ド
と
呼
ば
れ
て
き
た
大
き
な
門
が
あ
る
。
内
庭
の
東
側
に
も
宿
舎
に
 
 

用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
モ
ス
ク
と
ほ
ぼ
同
規
模
の
建
造
物
を
持
つ
一
 
 

大
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
 
 
 

モ
ス
ク
そ
の
も
の
は
、
外
辺
約
二
七
メ
ー
ト
ル
と
七
メ
ー
ト
ル
余
の
 
 

長
方
形
の
大
型
構
築
物
で
、
間
口
五
間
の
五
重
の
中
、
中
央
三
宝
の
み
 
 

が
ド
ー
ム
を
乗
せ
て
い
る
。
モ
ス
ク
南
端
の
部
屋
の
西
壁
上
部
に
、
九
 
 
 



（
糾
）
 
 

0
0
年
（
一
四
九
四
年
）
と
ス
イ
カ
ン
ダ
ル
‖
シ
ャ
ー
の
名
を
記
す
碑
文
が
残
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
モ
ス
ク
と
そ
の
碑
文
に
つ
い
て
ほ
、
こ
の
構
築
物
の
ほ
ぼ
北
側
に
残
存
す
る
シ
ー
シ
ュ
‖
グ
ン
バ
ッ
ド
S
b
川
s
h
G
仁
m
b
a
d
 
 

（
2
5
）
 
 

と
呼
ば
れ
て
き
た
墓
建
築
〔
T
巴
を
ス
ル
タ
ー
ン
‖
バ
ハ
ロ
ー
ル
‖
ロ
ー
デ
ィ
ー
の
墓
と
推
定
す
る
と
い
う
独
自
の
見
解
を
発
 
 

（
2
6
）
 
表
し
た
サ
イ
モ
ン
‖
デ
ィ
グ
ピ
ー
S
i
n
i
O
n
D
i
g
b
y
の
論
考
に
、
従
来
の
定
説
と
ほ
異
な
る
興
味
あ
る
見
解
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 
 

そ
れ
に
つ
小
て
は
、
次
項
で
触
れ
た
い
（
後
述
二
二
頁
以
下
）
。
 
 

（
㌘
）
 
㈲
 
モ
ー
ト
ゥ
‖
キ
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
旨
t
h
k
H
E
a
s
j
i
d
の
名
で
デ
リ
ー
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
大
型
の
モ
ス
ク
〔
M
讐
。
 
 

デ
リ
ー
引
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
一
文
配
層
 
 
 

挿図7．モートゥ＝キ＝マスジッド〔M．36〕。  

礼
拝
室
は
五
つ
の
部
屋
か
ら
成
り
、
中
央
及
び
南
北
両
端
の
部
屋
ほ
ド
ー
ム
を
乗
せ
、
他
の
 
 

二
部
屋
は
花
弁
形
の
天
井
を
持
ち
、
建
物
の
背
後
の
両
端
に
は
二
層
の
バ
ル
コ
ニ
ー
を
有
す
 
 

る
特
異
な
モ
ス
ク
で
あ
る
。
囲
壁
を
持
つ
前
庭
に
は
、
東
側
に
門
が
あ
り
、
ま
た
北
東
及
び
 
 

南
東
陽
に
は
チ
ャ
ハ
ト
リ
を
備
え
て
い
る
。
大
理
石
と
赤
砂
岩
と
を
巧
み
に
組
合
せ
て
色
彩
 
 

の
妙
を
強
調
し
、
ま
た
彫
刻
文
様
も
砂
岩
の
機
能
を
生
か
し
て
独
特
の
美
し
さ
を
持
つ
。
A
 
 

S
I
の
報
告
書
は
、
礼
拝
室
の
規
模
を
南
北
三
七
メ
ー
ト
ル
余
と
東
西
八
メ
ー
ト
ル
余
と
計
 
 

っ
て
い
る
。
 
 

（
2
 

8
）
 
 

は
、
七
つ
の
部
屋
か
ら
成
る
礼
拝
室
と
、
南
北
両
端
か
ら
東
へ
張
り
出
し
て
い
る
夫
々
二
部
 
 

屋
の
袖
窒
の
部
屋
か
ら
成
る
特
異
な
形
式
を
持
つ
構
築
物
で
あ
か
、
主
窒
の
上
に
三
つ
の
ド
 
 

ー
ム
を
掲
げ
て
い
る
。
 
 



そ
の
類
似
の
モ
（
ス
ク
。
ニ
ー
リ
ー
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
は
、
一
六
、
四
×
六
、
二
メ
ー
ト
ル
で
三
宝
か
ら
成
り
、
ド
ー
ム
ほ
中
央
部
に
 
 

一
つ
だ
け
の
中
型
モ
ス
ク
で
、
さ
き
に
も
記
し
た
よ
う
に
（
本
論
文
、
挿
図
3
・
4
を
参
照
）
、
ロ
ー
デ
ィ
一
期
時
代
の
中
型
モ
 
 

ス
ク
の
典
型
の
一
つ
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
、
内
部
ほ
ア
ー
チ
と
ス
ク
イ
ン
チ
で
仕
切
ら
れ
た
三
部
星
が
通
し
に
な
っ
て
 
 

（
3
2
）
 
 

い
る
構
造
で
あ
る
。
九
一
一
A
H
年
（
一
五
〇
五
年
）
と
ス
イ
カ
ン
ダ
ル
‖
シ
ャ
ー
の
名
を
記
す
大
理
石
の
碑
文
を
東
面
上
部
に
掲
 
 

げ
て
い
る
の
で
、
歴
史
上
重
要
な
資
料
的
価
値
を
有
す
る
建
造
物
で
あ
る
。
 
 
 

〔
M
3
8
〕
の
、
地
方
的
に
ほ
ム
ハ
ン
マ
デ
ィ
ー
ワ
ー
リ
ー
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
写
昌
m
m
a
d
i
乱
－
H
M
a
s
j
i
d
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
 
 
 

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
 
第
八
十
八
鮒
 
 

挿図8．（上）ムハンマディーワーリー＝マス  

ジッド〔M．38〕。 挿図9．（下）シ  

ェイププルのモスク〔M・47〕。  

一
八
 
 

こ
の
モ
ス
ク
の
内
庭
と
そ
の
周
辺
に
は
、
 
 
 

今
日
幾
つ
か
の
墓
が
残
っ
て
お
り
、
東
側
に
 
 

（
2
9
）
 
 
 

は
ド
ー
ム
を
頂
く
十
二
本
柱
の
墓
建
築
〔
T
 
 
 

l
O
3
〕
が
立
っ
て
い
る
。
そ
の
北
側
の
墓
石
の
 
 

一
つ
が
、
マ
フ
ド
ゥ
ー
ム
＝
サ
ー
ヒ
ブ
（
日
 
 
 

本
語
で
ほ
「
御
聖
人
様
」
と
い
っ
た
巷
の
意
 
 
 

味
の
尊
称
）
の
も
の
と
さ
れ
、
聖
者
の
墓
所
 
 

（
3
0
）
 
 
 

と
し
て
崇
敬
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
 

Ⅷ
 
中
型
乃
至
は
小
型
の
モ
ス
ク
。
 
 
 

山
 
ニ
ー
リ
ー
‖
 マ
ス
ジ
ッ
ド
N
ヨ
呂
a
s
j
i
d
 
 

（
3
1
）
 
 
 

と
し
て
知
ら
れ
る
モ
ス
ク
〔
M
3
7
〕
お
よ
び
、
 
 



（
3
3
）
 
 

モ
ス
ク
で
、
前
記
の
ニ
ー
リ
ー
＝
マ
ス
ジ
ッ
ド
〔
M
3
7
〕
と
そ
の
形
態
・
構
造
に
お
い
て
著
し
く
似
通
っ
て
い
る
。
中
央
に
ド
ー
 
 

ム
を
掲
げ
て
い
る
。
 
 

（
3
4
）
 
 
 

〔
M
4
2
〕
の
モ
ス
ク
は
、
崩
壊
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
中
央
に
ド
ー
ム
を
乗
せ
て
い
る
点
も
併
せ
て
、
こ
の
ニ
ー
リ
ー
‖
 
 

マ
ス
ジ
ッ
ド
型
と
見
て
よ
い
。
 
 
 

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
が
シ
ェ
イ
プ
ル
 
S
h
a
i
k
h
p
u
r
 
の
モ
ス
ク
と
名
付
け
た
〔
M
4
7
〕
ほ
、
外
部
の
壁
面
の
装
飾
で
著
し
く
感
じ
 
 

（
3
5
）
．
 
 

を
異
に
す
る
が
、
基
本
的
に
ほ
同
構
造
で
あ
る
。
 
 

（
3
6
）
 
 

拗
 
ラ
ー
ジ
ョ
ー
ン
‖
キ
＝
バ
ー
イ
ー
ン
 
R
旦
旨
k
‖
B
a
．
a
川
n
の
モ
ス
ク
〔
M
3
9
〕
、
お
よ
び
そ
の
類
似
型
。
 
 
 

ラ
ー
ジ
ョ
ー
ン
＝
キ
＝
バ
ー
イ
ー
ン
の
モ
ス
ク
〔
M
3
9
〕
ほ
、
前
項
〓
の
ニ
ー
リ
ー
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
塑
の
、
い
わ
ば
ド
ー
ム
を
 
 

持
た
な
い
形
式
の
も
の
と
い
っ
て
よ
く
、
様
々
な
点
で
似
通
う
構
造
・
様
式
を
備
え
て
い
る
。
夫
々
に
入
口
を
持
つ
三
部
屋
は
通
 
 

し
で
、
ア
ー
チ
と
ス
ク
イ
ン
チ
と
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
屋
根
に
は
ド
ー
ム
を
掲
げ
ず
、
平
坦
の
ま
ま
に
止
め
て
 
 

い
る
点
で
特
徴
が
あ
る
。
 
 

（
娼
）
 
 
 

（
3
7
）
 
 

同
形
の
も
の
と
し
て
は
、
〔
M
4
5
〕
 
の
モ
ス
ク
を
ほ
じ
め
、
ユ
ー
ス
フ
‖
カ
γ
タ
ー
ル
Y
訝
已
血
a
t
t
已
 
の
モ
ス
ク
〔
M
4
6
〕
 
 

（
4
0
）
 
 

（
3
9
）
 
 

を
は
じ
め
と
し
て
、
バ
ス
テ
ィ
ー
厨
a
s
t
H
の
モ
ス
ク
と
し
て
知
ら
れ
る
〔
M
4
0
〕
、
〔
M
4
3
〕
と
〔
M
4
4
〕
 
の
二
件
の
モ
ス
ク
な
 
 

ど
が
あ
る
。
 
 

（
4
1
）
 
 
 

〔
M
5
2
〕
〔
M
5
3
〕
 
の
二
件
も
ほ
ぼ
同
型
で
あ
る
が
、
か
な
り
小
型
で
あ
る
。
〔
M
5
4
〕
は
、
ほ
ぼ
同
型
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
 
 

（
4
2
）
 
が
、
崩
壊
著
し
く
、
ド
ー
ム
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
一
応
、
こ
こ
に
入
れ
て
お
く
。
 
 

㈲
 
長
方
形
で
基
本
的
に
ほ
前
項
の
タ
イ
プ
と
似
て
い
る
が
、
部
屋
数
が
多
い
中
型
の
モ
ス
ク
。
 
 

デ
リ
ー
‖
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
ー
支
配
層
 
 
 



ー
グ
を
持
つ
ガ
ナ
ー
テ
ィ
ー
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
形
式
を
持
つ
も
の
だ
が
、
我
々
は
モ
ス
ク
に
分
類
し
た
。
東
門
上
部
に
、
九
一
品
 
 

（
哺
）
 
年
（
一
五
〇
九
年
）
の
年
次
と
ス
イ
カ
ン
ダ
ル
‖
ロ
ー
デ
ィ
ー
の
名
を
持
つ
歴
史
碑
文
が
残
存
し
て
い
る
点
で
、
重
要
な
遺
跡
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

特
異
な
タ
イ
プ
。
 
 

さ
き
に
紹
介
し
た
 
 

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
 
第
八
十
八
掛
 
 

（
4
8
）
 
 

〔
M
5
5
〕
 
の
ア
ド
チ
ー
ニ
ー
の
モ
ス
ク
が
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
（
一
四
頁
）
、
七
つ
の
ミ
ヒ
ラ
 
 

挿図10．（上）バスティーのモスク〔M．40〕。  

挿図11．（下）モスク〔M・50〕。  

二
〇
 
 
 

〔
M
4
1
〕
 
の
マ
フ
ド
ゥ
ー
ム
‖
サ
マ
ー
ウ
ッ
 
 

デ
ィ
ー
ン
 
M
P
粁
h
d
か
m
 
S
p
m
帥
、
a
T
D
＝
n
 
の
 
 

（
4
3
）
 
 

モ
ス
ク
。
屋
根
は
平
坦
で
、
前
項
に
分
類
し
 
 

た
中
型
モ
ス
ク
と
類
似
す
る
が
、
部
屋
数
は
 
 

七
つ
で
、
そ
の
延
長
型
と
見
て
よ
い
。
 
 
 

そ
の
他
に
は
、
ド
ー
ム
三
つ
、
五
部
屋
の
 
 
 

（
朋
）
 
 

〔
M
4
8
〕
、
星
上
へ
通
じ
る
階
段
を
挟
ん
で
南
 
 

北
夫
々
に
三
部
星
を
持
ち
屋
根
が
平
坦
な
 
 
 

（
4
5
）
 
 

〔
M
4
9
〕
、
ま
た
、
四
部
屋
で
平
屋
根
を
持
ち
 
 

（
4
6
）
 
 
 
（
4
7
）
 
 

基
壇
に
乗
る
〔
M
5
0
〕
〔
M
5
1
〕
等
が
あ
る
。
 
 



さ
て
、
右
に
サ
ル
タ
ナ
ソ
ー
ト
末
期
に
属
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ス
ク
の
形
式
と
規
模
と
に
つ
い
て
簡
単
に
分
類
し
て
説
明
を
加
え
て
き
 
 

た
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
モ
ス
ク
が
如
何
な
る
人
物
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
か
、
判
明
す
る
限
り
に
お
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
 
 
 

此
較
的
規
模
の
大
き
い
モ
ス
ク
に
つ
い
て
。
 
 

川
 
〔
M
讐
の
ム
パ
ー
ラ
ク
ブ
ル
‖
コ
ー
ト
ラ
の
モ
ス
ク
。
ご
の
モ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
紹
介
し
た
よ
う
な
環
境
（
前
 
 

述
二
重
頁
）
の
中
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
ほ
、
サ
イ
イ
ド
朝
時
代
の
造
営
の
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
も
、
あ
る
 
 

（
5
0
）
 
い
は
宮
廷
所
在
地
と
し
て
造
営
さ
れ
か
け
た
ム
パ
ー
ラ
カ
㌧
ハ
ー
ド
旨
b
腎
a
打
詳
a
d
の
内
域
に
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
 
 

も
し
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
ほ
、
こ
の
モ
ス
ク
が
ス
ル
タ
ー
ン
の
権
力
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
と
推
定
す
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
 
 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
（
一
五
－
一
六
頁
）
、
本
稿
の
 
 

㈲
 
モ
ラ
ー
ダ
ー
バ
ー
ド
＝
パ
ハ
ー
リ
ー
の
北
の
モ
ス
ク
〔
M
㌍
〕
。
 
 
 

視
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
モ
ス
ク
の
建
立
さ
れ
た
環
境
ほ
き
わ
め
て
興
味
が
あ
る
。
恐
ら
く
は
ト
ゥ
ダ
ル
ク
朝
後
期
か
ら
サ
ル
タ
 
 

ナ
ッ
ト
末
期
に
至
る
ま
で
、
有
力
貴
族
か
地
方
的
権
力
者
の
土
地
内
に
造
営
さ
れ
た
モ
ス
ク
、
あ
る
い
は
宗
教
者
と
関
連
す
る
モ
 
 

ス
ク
と
推
定
し
て
も
い
い
の
で
ほ
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
今
日
で
ほ
、
如
何
な
る
歴
史
碑
文
も
遺
さ
れ
て
い
な
い
。
 
 

㈲
 
バ
ラ
ー
＝
ダ
ン
パ
ッ
ド
＝
マ
ス
ジ
ッ
ド
〔
M
3
5
〕
。
 
 

こ
れ
は
、
さ
き
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
近
年
に
論
議
を
呼
ん
で
い
 
 

る
建
造
物
で
あ
る
（
〓
ハ
⊥
七
貞
）
。
モ
ス
ク
南
端
の
部
屋
の
西
壁
↓
部
の
問
題
の
碑
文
は
、
九
〇
〇
A
H
年
（
－
四
九
四
年
）
 
 
 

ニ
ー
 
 
 

デ
リ
ー
＝
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
ー
支
配
層
 
 

3
 
モ
ス
ク
の
建
設
者
と
ア
フ
ガ
ン
支
配
層
 
 



と
ス
イ
カ
ン
ダ
ル
＝
シ
ャ
ー
の
名
を
残
し
て
い
る
が
、
別
に
不
明
の
人
物
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
 
 

（
5
1
）
 
 
 

ザ
フ
ァ
ル
‖
ハ
サ
ン
M
邑
a
ロ
P
Z
a
f
a
r
H
a
s
a
n
は
、
碑
文
調
査
報
告
（
－
¢
－
¢
－
－
N
）
で
「
こ
の
人
物
の
名
を
「
ア
ブ
ー
＝
ア
 
 

ム
ジ
ャ
ド
と
、
、
、
－
ル
‖
ジ
ャ
ハ
ー
ン
」
（
A
b
ロ
A
m
j
a
d
w
a
呂
こ
a
h
巴
こ
）
と
読
ん
で
い
る
。
一
方
、
十
八
世
紀
に
こ
の
碑
文
を
 
 

紹
介
し
た
カ
ニ
ン
ガ
ム
A
・
C
u
ロ
n
i
n
g
h
a
m
は
、
「
亡
き
ム
ガ
ル
‖
ア
ブ
ー
＝
ア
ム
ジ
ャ
ド
と
ム
ハ
ン
マ
ド
‖
ハ
ッ
バ
ー
ン
の
息
 
 

（
5
2
）
 
子
た
ち
」
（
t
h
e
s
。
n
S
。
＝
F
e
d
e
c
e
a
s
e
d
M
点
h
a
－
A
b
u
A
m
j
a
d
a
n
d
M
u
b
a
m
m
a
d
 
H
a
b
b
a
n
）
と
紹
介
し
て
お
り
、
ザ
フ
 
 

ァ
ル
＝
ハ
サ
ン
も
、
A
S
I
の
『
リ
ス
ト
』
（
－
¢
N
N
）
の
方
．
で
ほ
、
カ
ニ
ン
ガ
ム
を
受
け
て
か
、
「
ム
ガ
ル
＝
ア
ブ
ー
‖
ア
フ
マ
 
 

（
5
3
）
 
ド
」
（
E
u
g
h
a
－
A
b
u
 
A
h
m
a
d
）
と
読
み
か
え
て
い
る
。
 
 

（
討
）
 
 
 

サ
イ
モ
ン
‖
デ
ィ
グ
ピ
ー
豊
ロ
う
よ
う
に
、
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
時
代
に
は
、
ア
ブ
ー
‖
ア
ム
ジ
ャ
ド
、
ム
ガ
ル
‖
ア
ブ
ー
‖
ア
ム
 
 

ジ
ャ
ド
、
ム
ハ
ン
マ
ド
‖
ハ
ッ
バ
ー
ン
あ
る
い
は
、
、
、
－
ル
＝
ジ
ャ
ハ
ー
ン
な
ど
の
名
を
有
す
る
人
物
は
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
 
 

デ
イ
ブ
ピ
ー
は
、
ゲ
フ
ァ
ル
‖
ハ
サ
ン
及
び
カ
ニ
ン
ガ
ム
の
読
み
方
に
批
判
的
で
あ
り
、
結
局
、
固
有
名
詞
と
し
て
の
人
名
は
挙
 
 

げ
ず
に
終
っ
て
い
る
。
 
 
 

た
だ
、
こ
の
モ
ス
ク
の
碑
文
の
中
の
「
ジ
ャ
ー
、
、
、
＝
マ
ス
ジ
ッ
ド
（
M
a
s
j
i
d
・
e
j
ぎ
i
〕
の
建
物
の
中
」
（
カ
ニ
ン
ガ
ム
及
び
ザ
 
 

（
5
5
）
 
フ
ァ
ル
‖
ハ
サ
ン
）
と
「
こ
の
公
共
モ
ス
ク
（
t
h
e
c
O
n
g
r
e
管
i
O
邑
m
O
S
q
艮
の
建
物
の
中
」
と
い
う
読
み
方
は
、
三
人
と
も
 
 

に
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推
し
て
も
、
こ
の
大
規
模
な
バ
ラ
ー
‖
ダ
ン
パ
ッ
ド
‖
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
、
ス
イ
カ
ン
 
 

ダ
ル
‖
シ
ャ
一
時
代
の
公
共
モ
ス
ク
で
あ
っ
た
可
能
性
も
多
い
。
た
だ
し
、
も
し
デ
ィ
グ
ピ
ー
の
読
み
方
を
採
れ
ば
、
そ
の
造
営
 
 

者
が
、
ス
ル
タ
ー
ン
が
そ
の
代
行
者
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
（
も
っ
と
も
、
デ
ィ
グ
ピ
ー
の
本
旨
は
、
シ
ー
シ
ュ
‖
グ
ン
バ
ッ
ド
 
 

を
ス
ル
タ
ー
ン
‖
バ
ハ
ロ
ー
ル
‖
シ
ャ
ー
の
墓
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
モ
ス
ク
を
含
む
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
、
そ
の
従
属
的
 
 
 

東
洋
文
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研
究
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紀
要
 
第
八
十
八
析
 
 



建
造
物
と
考
え
る
の
で
あ
る
）
。
も
し
、
カ
ニ
ン
ガ
ム
あ
る
い
ほ
ザ
フ
ァ
ル
‖
ハ
サ
ン
の
よ
う
に
、
何
ら
か
別
の
人
物
に
よ
り
、
 
 

こ
の
モ
ス
ク
が
新
た
に
拡
張
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
建
設
者
は
、
や
は
り
、
ロ
ー
デ
ィ
ー
貴
族
の
一
人
乃
至
は
複
 
 

数
の
人
物
と
見
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

以
上
を
要
約
す
れ
ば
、
こ
の
巨
大
な
門
を
有
す
る
モ
ス
ク
の
造
営
者
は
、
ス
イ
カ
ン
ダ
ル
‖
ロ
ー
デ
ィ
ー
が
そ
の
代
行
者
、
あ
 
 

る
い
は
ア
フ
ガ
ン
人
支
配
層
の
何
れ
か
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
「
ム
ガ
ル
」
と
読
む
の
は
、
デ
ィ
グ
ピ
ー
が
解
説
し
て
 
 

（
5
6
）
 
 

い
る
よ
う
に
、
無
理
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

㈲
 
モ
ー
ト
ゥ
‖
キ
‖
 マ
ス
ジ
ッ
ド
〔
M
3
6
〕
。
 
 

サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
時
代
の
モ
ス
ク
と
し
て
ほ
稀
に
見
る
こ
の
美
麗
な
建
造
物
 
 

に
は
、
今
日
如
何
な
る
歴
史
碑
文
も
残
存
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
モ
ス
ク
建
立
に
つ
い
て
ほ
、
ア
ウ
ラ
ン
グ
ゼ
ー
ブ
治
世
 
 

（
5
7
）
 
四
〇
年
に
完
成
を
見
た
と
さ
れ
る
『
フ
ラ
ー
サ
ソ
ト
ゥ
ル
＝
タ
ワ
ー
ソ
ト
フ
』
爽
ぎ
屏
已
已
・
↓
昌
智
中
．
註
 
の
叙
述
か
ら
、
ス
イ
 
 

カ
ン
ダ
ル
‖
シ
ャ
ー
の
大
臣
の
一
人
で
、
サ
イ
イ
ド
出
身
の
、
、
、
ヤ
ー
ン
‖
ポ
イ
ヤ
な
る
人
物
が
造
っ
た
と
い
う
講
を
伝
え
て
い
る
。
 
 

（
5
8
）
 
 

同
書
に
よ
る
と
、
ジ
ャ
ー
ミ
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
の
中
で
（
d
a
ト
M
a
s
j
i
d
・
e
j
P
t
m
i
■
）
一
粒
の
モ
ー
ト
ゥ
m
已
b
を
見
て
拾
い
、
、
、
、
ヤ
 
 

ー
ン
‖
ボ
ー
イ
ヤ
呂
y
a
n
B
F
苫
a
F
の
手
に
渡
し
た
。
ス
ル
タ
ー
ン
の
手
が
触
れ
た
そ
の
モ
ー
ト
ゥ
の
穀
粒
を
彼
の
家
の
庭
園
 
 

（
b
茸
ど
訂
h
）
に
播
き
、
結
局
、
大
国
を
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
ス
ル
タ
ー
ン
に
報
告
し
、
「
デ
リ
ー
の
町
 
 

に
一
つ
の
モ
ス
ク
」
を
建
立
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
史
書
ほ
一
一
〇
品
年
（
一
六
九
五
－
六
年
）
に
完
成
し
 
 

（
5
9
）
 
 

た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
話
の
真
偽
は
不
明
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
 
 
 

だ
が
、
こ
の
モ
ス
ク
の
名
称
の
由
来
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
、
ミ
ー
ル
に
よ
る
建
設
と
い
う
伝
承
は
、
本
稿
の
視
点
か
ら
は
 
 

興
味
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
モ
ス
ク
は
、
石
材
や
様
式
、
色
彩
感
覚
な
ど
の
諸
点
で
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
建
築
史
上
で
も
目
立
 
 

デ
リ
ー
‖
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
ー
支
配
層
 
 
 



二
四
 
 
 

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
 
第
八
十
八
掛
 
 

つ
ほ
ど
の
建
造
物
で
あ
り
、
規
模
や
形
式
、
そ
の
凝
っ
た
造
れ
か
ら
し
て
、
恐
ら
く
は
サ
ル
ダ
ナ
ッ
ト
末
期
の
支
配
層
の
造
営
に
 
 

か
か
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

㈲
 
そ
の
他
に
、
さ
き
に
紹
介
し
た
マ
フ
ド
ゥ
ー
ム
‖
サ
ー
ヒ
ブ
な
る
聖
者
と
思
わ
れ
る
人
軌
の
墓
の
傍
に
中
規
模
の
モ
ス
ク
 
 

〔
M
3
3
〕
が
あ
る
が
（
前
述
一
七
－
一
八
頁
）
、
こ
の
造
営
の
主
も
全
く
判
ら
な
い
。
恐
ら
く
ほ
、
支
配
層
の
一
人
が
建
設
者
で
あ
 
 

る
と
推
定
し
て
ま
ず
間
違
い
な
い
と
思
う
。
 
 
 

中
・
小
規
模
の
モ
ス
ク
に
つ
い
て
。
 
 
 

さ
き
に
紹
介
し
た
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
中
・
小
規
模
の
モ
ス
ク
の
中
、
歴
史
碑
文
の
存
在
か
ら
そ
の
造
 
 

営
年
代
と
建
設
者
を
推
定
し
得
る
も
の
、
あ
る
い
ほ
関
連
附
属
の
建
造
物
の
碑
文
に
よ
っ
て
そ
れ
が
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
、
先
 
 

ず
紹
介
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
 
 

…
ニ
ー
リ
ー
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
〔
M
だ
 
さ
き
に
紹
介
し
た
歴
史
碑
文
は
、
そ
の
建
立
高
年
次
を
九
二
A
H
年
（
三
〇
五
 
 

年
）
と
し
、
ス
イ
カ
ン
ダ
ル
‖
シ
ャ
ー
の
治
世
、
ハ
ー
ネ
＝
ア
」
ザ
ム
‖
マ
ス
ナ
デ
‖
ア
ー
リ
ー
＝
ハ
ヮ
ー
㌧
ス
‖
ハ
ー
ン
の
管
轄
 
 

市
政
下
（
b
a
㌧
a
m
巴
w
a
s
訂
h
r
d
罠
・
e
只
h
ぎ
・
e
阿
打
m
M
a
s
n
a
d
・
e
．
と
H
只
F
a
w
忍
k
h
ぎ
）
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
こ
の
建
 
 

物
の
造
営
者
」
（
b
ぎ
i
y
a
t
・
e
、
i
m
腎
a
t
）
と
し
て
、
「
ハ
ワ
ー
ス
‖
ハ
ー
ン
の
子
の
…
…
、
、
、
ヤ
ー
ン
＝
フ
ァ
ト
ゥ
フ
‖
ハ
ー
ン
…
…
 
 

（
甜
）
 
 

の
乳
母
（
d
ギ
a
b
）
た
る
カ
ス
ン
ビ
ー
ル
 
（
只
a
s
呂
b
呂
）
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
 
「
造
営
者
」
（
b
ぎ
i
y
a
t
）
は
b
ぎ
叫
 
の
女
性
 
 

形
で
、
d
首
a
h
と
い
う
女
性
を
示
す
単
語
に
対
応
し
て
い
る
。
d
ぞ
a
F
 
と
は
、
ス
タ
イ
ン
ガ
ス
の
辞
書
な
ど
で
は
＝
n
弓
S
e
．
 
 

f
O
S
t
e
r
・
m
O
t
F
e
r
、
m
i
d
w
i
f
e
。
な
ど
の
訳
語
が
あ
る
が
、
ゲ
フ
ァ
ル
＝
ハ
サ
ン
の
二
つ
の
報
告
も
。
n
u
r
s
e
。
と
訳
し
て
い
る
。
乳
 
 

母
乃
至
は
義
母
が
よ
か
ろ
う
と
思
う
。
 
 
 



こ
の
中
・
小
規
模
の
モ
ス
ク
で
直
接
に
歴
史
碑
文
を
そ
の
建
物
に
遺
し
て
い
る
例
ほ
他
に
ほ
見
ら
れ
な
い
。
間
接
的
に
は
、
例
 
 

え
ば
〔
M
3
9
〕
の
ラ
ー
ジ
ョ
ー
ン
＝
キ
‖
バ
ー
√
－
ン
の
モ
ス
ク
で
、
そ
の
名
で
親
し
ま
れ
て
き
た
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
期
の
パ
オ
リ
 
 

ー
〔
W
2
6
〕
と
墓
〔
T
l
O
3
〕
と
関
連
し
て
造
ら
れ
た
兄
の
モ
ス
ク
は
、
基
の
前
面
に
残
る
歴
史
碑
文
に
よ
っ
て
そ
の
年
次
と
造
営
 
 

者
と
を
ほ
ぼ
推
定
で
き
る
。
そ
れ
ほ
、
九
一
品
年
（
一
五
〇
六
年
）
の
年
次
及
び
ス
イ
カ
ン
ダ
ル
‖
シ
ャ
ー
の
名
と
と
も
に
、
 
 

（
6
1
）
 
こ
の
ダ
ン
パ
ッ
ド
の
造
営
者
を
「
ダ
ウ
ラ
ト
＝
ハ
ー
ン
…
…
」
（
D
a
已
a
t
只
h
帥
n
…
…
）
と
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
、
こ
の
モ
ス
 
 

ク
の
造
営
者
に
つ
い
て
も
、
あ
る
い
は
こ
れ
と
同
人
物
と
推
定
出
来
な
い
こ
と
は
な
い
。
 
 
 

ま
た
、
マ
フ
ド
ゥ
ー
ム
＝
サ
マ
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
モ
ス
ク
〔
M
4
1
〕
も
、
モ
ス
ク
そ
の
も
の
に
歴
史
碑
文
は
な
い
が
、
南
に
 
 

接
し
て
建
て
ら
れ
た
マ
フ
ド
ゥ
ー
ム
＝
サ
マ
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
墓
〔
↑
1
0
5
〕
に
は
、
九
〇
－
A
H
年
（
－
四
 
 

（
6
2
）
 
 

九
五
－
九
六
年
）
 
の
年
次
を
記
す
歴
史
碑
文
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
十
九
世
紀
末
菓
の
も
の
で
あ
る
。
 
 
ガ
ナ
 

ー
テ
ィ
ー
＝
マ
ス
ジ
ッ
ド
形
式
の
モ
ス
ク
。
 
 
 

最
後
に
、
特
異
な
ガ
ナ
ー
テ
ィ
ー
＝
マ
ス
ジ
ッ
ド
の
形
式
を
持
つ
ア
ー
ド
チ
ー
ニ
ー
の
モ
ス
ク
〔
M
5
5
〕
は
、
そ
の
東
門
の
上
 
 

部
に
横
長
に
掲
げ
ら
れ
た
碑
文
に
よ
っ
て
、
ス
イ
カ
ン
ダ
ル
‖
シ
ャ
ー
の
治
世
の
イ
ス
ラ
ム
法
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
ム
ル
 
 

タ
ー
ン
近
傍
の
ト
ウ
ラ
ン
バ
出
身
の
イ
ラ
フ
ダ
ー
ド
（
Ⅰ
－
a
h
d
註
t
e
T
已
p
n
b
川
）
の
子
の
ミ
ー
ヤ
ー
ン
＝
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
（
M
叫
y
脚
n
 
 

（
6
3
）
 
 

．
A
b
d
 
A
－
－
詳
）
と
し
て
い
る
。
彼
の
称
号
と
し
て
、
碑
文
は
「
マ
リ
ク
ル
‖
ウ
マ
ラ
ー
、
タ
ー
ジ
ュ
ル
＝
ス
ラ
ハ
ー
」
（
E
a
－
i
k
 
 

a
て
亡
m
a
－
押
丁
恩
a
T
s
u
－
a
h
帥
）
と
し
て
い
る
の
で
、
彼
も
同
じ
く
法
学
者
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
モ
ス
ク
の
あ
る
地
は
、
サ
 
 

ル
タ
ナ
ッ
ト
初
期
の
著
名
な
聖
者
シ
ュ
イ
フ
‖
ナ
ジ
ー
ブ
ッ
デ
ィ
ー
ン
＝
ム
タ
ワ
ッ
キ
ル
S
h
a
i
k
b
望
a
j
叫
b
a
T
D
川
n
M
u
t
a
w
a
k
k
i
l
 
 

（
糾
）
 
 

と
そ
の
一
族
そ
の
他
の
墓
所
と
し
て
著
名
な
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
縁
り
の
地
に
こ
の
モ
ス
ク
を
造
営
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ロ
 
 

デ
リ
ー
‖
サ
ル
タ
ナ
ッ
・
卜
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
一
文
配
層
 
 
 



東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
 
第
八
十
八
肪
 
 

挿図12．アードチーニーのモスク〔M・55〕，東より。  

二
六
 
 

－
デ
ィ
一
朝
時
代
の
ウ
ラ
マ
一
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
推
定
し
得
る
 
 

貴
重
な
モ
ス
ク
で
あ
る
。
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
時
代
末
期
に
造
営
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
モ
ス
 
 

ク
の
造
営
者
に
つ
い
て
は
、
ム
パ
ー
ラ
ク
プ
ー
ル
＝
コ
ー
ト
ラ
の
モ
ス
ク
〔
M
3
2
〕
 
 

が
サ
イ
イ
ド
朝
に
属
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
余
地
が
あ
る
ほ
か
は
、
歴
 
 

史
碑
文
の
あ
る
遺
跡
を
中
心
に
比
較
検
討
す
る
と
、
ほ
ぼ
、
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
時
代
の
 
 

造
営
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
も
、
第
二
代
ス
ル
タ
ー
ン
た
る
ス
イ
カ
ン
ダ
 
 

ル
‖
シ
ャ
ー
＝
ロ
ー
デ
ィ
ー
の
治
世
に
建
て
ら
れ
た
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

そ
の
造
営
者
に
つ
い
て
は
、
サ
イ
モ
ン
‖
デ
ィ
グ
ピ
ー
氏
の
異
説
提
起
に
よ
り
ス
 
 

ル
タ
ー
ン
‖
ス
イ
カ
ン
ダ
ル
の
命
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
可
能
性
の
あ
る
バ
ラ
ー
‖
 
 

ダ
ン
パ
ッ
ド
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
を
除
け
ば
、
少
く
と
も
歴
史
碑
文
を
残
す
モ
ス
ク
は
、
 
 

何
れ
も
同
ス
ル
タ
ー
ン
の
治
世
に
、
支
配
層
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
 
 

て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
中
に
は
、
ニ
ー
リ
ー
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
〔
M
3
7
〕
 
 

の
よ
う
に
、
支
配
層
と
関
わ
り
を
持
つ
女
性
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
 
 

の
も
あ
る
。
 
 

モ
ー
ト
ゥ
‖
キ
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
〔
M
3
6
〕
 
の
よ
う
に
、
ム
ガ
ル
中
期
に
な
っ
て
か
 
 

ら
そ
の
造
営
に
ま
つ
わ
る
話
が
伝
え
ら
れ
た
よ
う
な
美
麗
な
モ
ス
ク
も
あ
る
が
、
そ
 
 
 



れ
と
て
も
、
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
時
代
の
貴
族
の
造
営
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

た
だ
、
本
稿
で
紹
介
し
た
よ
う
な
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
を
中
心
と
す
る
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
モ
ス
ク
の
な
か
に
は
、
ア
ー
ド
チ
ー
ニ
ー
の
 
 

モ
ス
ク
〔
M
5
5
〕
 
の
よ
う
に
、
当
代
の
ウ
ラ
マ
一
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
 
（
二
一
 
 

頁
参
照
）
、
聖
者
の
墓
に
付
属
し
て
造
営
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
中
型
の
モ
ス
ク
の
存
在
も
類
推
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

た
だ
、
そ
れ
ら
の
幾
つ
か
の
場
合
を
除
け
ば
、
残
存
す
る
モ
ス
ク
ほ
、
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
時
代
、
と
く
に
ス
イ
カ
ン
ダ
ル
＝
シ
ャ
ー
の
治
 
 

世
を
中
心
と
し
て
当
代
の
貴
族
支
配
層
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
も
の
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
定
は
、
十
分
に
 
 

成
り
立
ち
得
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
う
し
た
推
定
に
立
て
ば
、
拙
稿
「
デ
リ
ー
現
存
の
墓
建
築
と
ロ
ー
デ
ィ
ー
支
配
層
」
で
紹
介
し
た
私
見
、
す
な
わ
ち
、
本
稿
の
第
一
 
 

節
で
要
約
し
た
よ
う
に
、
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
期
特
有
の
多
数
の
墓
建
築
建
立
と
い
ぅ
事
実
を
解
く
鍵
と
し
て
考
え
ら
れ
る
、
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
 
 

支
配
下
の
ア
フ
ガ
ン
支
配
層
に
見
ら
れ
た
特
異
な
権
力
関
係
と
自
主
独
立
的
部
族
意
識
が
、
こ
の
モ
ス
ク
の
造
営
の
場
合
に
も
影
響
し
て
 
 

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
モ
ス
ク
の
場
合
に
は
、
当
代
の
墓
建
築
の
造
営
件
数
が
著
し
く
多
 
 

か
っ
た
事
実
に
対
し
て
、
そ
れ
程
の
数
の
増
大
を
結
果
し
て
は
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
本
稿
の
第
一
節
で
挙
げ
た
数
字
、
す
な
わ
ち
、
 
 

サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
初
期
及
び
中
期
に
属
す
る
と
推
定
し
得
る
墓
建
築
三
十
件
に
対
し
て
末
期
造
営
の
も
の
五
十
五
件
と
い
う
の
に
此
し
て
、
 
 

モ
ス
ク
の
場
合
に
は
、
夫
々
、
三
十
三
件
に
対
す
る
に
二
十
八
件
と
な
り
、
そ
の
数
が
や
や
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
判
る
。
従
っ
て
、
 
 

墓
建
築
と
モ
ス
ク
の
場
合
に
何
故
こ
の
よ
う
に
差
が
出
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
 
 
 

私
見
で
は
、
そ
れ
は
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
予
め
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
う
。
そ
の
第
一
は
、
モ
ス
ク
と
墓
建
築
と
の
、
建
造
物
 
 

と
し
て
の
性
格
、
と
り
わ
け
宗
教
的
、
社
会
的
、
さ
ら
に
ほ
政
治
的
意
味
の
遠
い
と
い
う
事
柄
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
中
 
 

デ
リ
ー
‖
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
ー
支
配
層
 
 
 



二
八
 
 
 

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
 
第
八
十
八
鮒
 
 

期
の
後
半
、
す
な
わ
ち
ス
ル
タ
ー
ン
‖
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
‖
シ
ャ
ー
‖
ト
ゥ
グ
ル
ク
の
治
世
に
見
ら
れ
た
公
共
事
業
及
び
建
造
物
造
営
の
一
 
 

種
の
ブ
ー
ム
が
後
代
に
与
え
た
影
響
で
あ
る
。
従
っ
て
、
次
に
は
、
こ
の
二
つ
の
側
面
か
ら
、
私
が
提
起
し
た
問
題
の
背
景
を
考
察
し
っ
 
 

つ
、
本
稿
の
結
論
に
つ
い
て
記
し
て
い
き
た
い
。
 
 

ロ
ー
デ
ィ
一
朝
を
主
と
す
る
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
に
様
々
な
規
模
の
モ
ス
ク
が
造
営
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
、
数
に
お
い
て
同
時
代
の
墓
 
 

建
築
や
ガ
ナ
ー
テ
ィ
ー
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
を
含
む
墓
地
の
数
に
此
し
て
少
い
の
は
、
モ
ス
ク
と
墓
建
築
の
建
造
物
と
し
て
の
性
棉
か
ら
見
て
、
 
 

け
だ
し
、
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

墓
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
必
ず
営
む
も
の
で
あ
り
、
墓
建
築
は
、
死
者
及
び
そ
の
遺
族
の
社
会
的
地
位
を
始
め
と
す
る
様
々
な
理
由
か
 
 

ら
、
時
に
大
規
模
な
建
造
物
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。
少
く
と
も
、
墓
、
墓
地
、
あ
る
い
は
墓
建
築
ほ
、
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
、
い
わ
ば
必
 
 

須
の
構
築
物
、
建
造
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
権
力
者
は
、
死
者
の
、
そ
し
て
自
ら
の
墓
を
、
時
に
は
豪
華
壮
大
な
も
の
に
ま
で
具
現
し
た
。
 
 
 

し
か
し
、
モ
ス
ク
の
場
合
ほ
、
そ
の
建
立
の
理
由
が
、
始
め
か
ら
異
な
る
。
モ
ス
ク
の
本
来
の
目
的
は
、
マ
ッ
カ
に
対
す
る
礼
拝
の
場
 
 

を
作
り
出
す
こ
と
に
あ
り
、
ム
ス
リ
ム
の
宗
教
儀
礼
に
と
っ
て
、
た
し
か
に
必
須
の
建
造
物
で
あ
る
。
だ
が
、
多
か
れ
少
か
れ
、
モ
ス
ク
 
 

は
、
社
会
的
性
格
を
持
ち
、
通
常
は
個
人
的
な
性
格
よ
り
も
公
共
的
性
格
を
持
つ
建
造
物
で
あ
る
。
ジ
ャ
ー
マ
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
、
す
な
わ
 
 

（
6
5
）
 
 

ち
金
曜
の
安
息
日
に
集
団
で
礼
拝
を
行
う
公
共
モ
ス
ク
は
、
そ
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
 
 
 

サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
時
代
の
デ
リ
ー
に
お
い
て
も
、
こ
の
種
の
公
共
モ
ス
ク
は
、
最
初
の
権
力
で
あ
っ
た
い
わ
ゆ
る
奴
隷
王
朝
の
時
代
か
ら
 
 
 

4
 
モ
ス
ク
の
造
営
と
ロ
ー
デ
ィ
ー
支
配
層
 
 



諸
王
朝
期
を
通
じ
て
壮
大
な
建
造
物
と
し
て
営
ま
れ
て
き
た
。
今
日
「
ク
ト
・
ゥ
ブ
の
モ
ス
ク
」
（
t
F
e
め
u
t
b
M
O
S
q
u
e
）
と
し
て
デ
リ
ー
の
 
 

（
砧
）
 
 

観
光
名
所
と
な
っ
て
い
る
大
建
造
物
〔
M
l
〕
は
、
奴
隷
王
朝
と
ハ
ル
ジ
ー
朝
を
通
じ
、
さ
ら
に
後
代
に
至
る
ま
で
、
デ
リ
ー
の
支
配
層
 
 

や
民
衆
に
と
っ
て
の
ジ
ャ
ー
マ
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
き
た
。
ギ
ヤ
ー
ス
ッ
デ
ィ
ー
ン
＝
ト
・
ゥ
ダ
ル
ク
（
G
h
i
y
賢
h
a
T
 
 

D
H
n
 
T
点
盲
u
q
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
巨
大
な
ジ
ャ
ー
マ
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
〔
M
3
〕
は
、
今
は
殆
ど
崩
壊
し
去
り
、
主
礼
拝
堂
の
西
壁
 
 

の
一
部
を
残
す
の
み
の
全
く
の
廃
墟
に
過
ぎ
な
い
が
、
ト
ゥ
グ
ル
カ
ー
バ
ー
ド
T
u
g
E
u
q
押
b
註
 
の
巨
大
な
城
市
の
廃
墟
の
中
に
残
っ
て
 
 

（
6
7
）
 
い
る
そ
の
遺
構
か
ら
推
す
と
、
た
と
え
未
完
に
終
っ
た
可
能
性
は
あ
る
に
も
せ
よ
、
広
大
な
規
模
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

ト
・
タ
グ
ル
ク
朝
後
期
の
ス
ル
タ
ー
ン
＝
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
‖
シ
ャ
ー
が
デ
リ
ー
の
各
地
に
ジ
ャ
ー
マ
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
及
び
そ
れ
に
匹
敵
す
 
 

る
大
規
模
な
モ
ス
ク
を
造
営
し
た
こ
と
は
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
建
築
史
上
著
名
な
こ
と
で
あ
り
、
最
近
で
は
、
月
輪
時
房
氏
が
、
そ
れ
に
つ
 
 

（
構
）
 
 

い
て
紹
介
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ー
マ
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
の
造
営
は
、
本
来
、
デ
リ
ー
の
ス
ル
タ
ー
ン
が
造
営
す
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
実
際
、
ト
 
 

ゥ
ダ
ル
ク
朝
前
期
ま
で
ほ
、
歴
代
の
強
力
な
、
ま
た
は
敬
塵
な
る
信
仰
心
を
持
つ
ス
ル
タ
ー
ン
の
命
令
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
も
の
と
見
 
 

て
、
ほ
ぼ
誤
り
あ
る
ま
い
。
上
に
挙
げ
た
二
つ
の
モ
ス
ク
と
、
シ
ュ
イ
フ
‖
ニ
ザ
ー
ム
ッ
デ
ィ
ー
ン
＝
オ
ー
リ
ヤ
ー
S
F
a
i
k
h
ヨ
掴
押
m
 
 

（
6
9
）
 
 

巴
・
D
H
n
 
A
已
i
y
帥
、
の
ダ
ル
ガ
ー
d
賀
笥
h
す
な
わ
ち
聖
廟
の
内
陣
に
立
つ
ジ
ャ
マ
ー
ト
‖
ハ
ー
ナ
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
 
J
a
m
阿
へ
監
 
只
h
ぎ
a
 
 

呂
a
s
j
i
d
〔
M
2
〕
及
び
旧
べ
ー
ガ
ム
プ
ー
ル
 
B
e
笥
m
p
u
r
村
に
残
っ
て
い
る
壮
大
な
バ
イ
ロ
ン
を
主
宝
前
面
に
持
つ
巨
大
な
べ
ー
ガ
ム
 
 

（
7
0
）
 
 

プ
ー
リ
－
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
出
e
g
a
m
p
u
r
i
 
M
a
s
j
i
d
〔
M
4
〕
ほ
、
何
れ
も
ハ
ル
ジ
ー
＝
・
ト
ゥ
グ
ル
ク
両
朝
の
首
都
デ
リ
ー
に
お
け
る
ジ
 
 

ャ
ー
マ
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
の
一
つ
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
恐
ら
く
ほ
、
夫
々
ス
ル
タ
ー
ン
‖
ア
ラ
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
と
そ
の
親
族
、
及
び
ス
 
 

ル
タ
ー
ン
‖
ム
ハ
ン
マ
ド
‖
シ
ャ
ー
‖
ト
ゥ
グ
ル
ク
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 

デ
リ
ー
‖
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
一
文
配
層
 
 
 



三
〇
 
 
 

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
 
第
八
十
八
析
 
 

今
日
残
存
す
る
遺
跡
に
関
す
る
限
り
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
初
期
か
ら
中
期
の
前
半
、
つ
ま
り
奴
隷
王
朝
か
ら
ハ
ル
ジ
ー
朝
を
経
て
ト
ゥ
グ
 
 

ル
ク
朝
前
半
の
時
代
に
至
る
約
一
五
〇
年
に
わ
た
る
期
間
に
造
営
さ
れ
た
モ
ス
ク
の
遺
跡
が
、
以
上
に
記
し
た
四
つ
の
建
造
物
を
除
い
て
 
 

今
日
他
に
全
く
見
ら
れ
な
い
と
い
う
事
実
は
、
本
稿
の
視
点
か
ら
き
わ
め
て
興
味
が
あ
る
事
柄
と
言
え
る
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
モ
ス
ク
 
 

と
し
て
は
、
こ
の
時
期
ま
で
の
デ
リ
ー
に
は
、
ス
ル
タ
ー
ン
の
権
力
に
よ
っ
て
、
公
共
的
性
格
を
持
つ
巨
大
な
ジ
ャ
ー
マ
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
 
 

（
7
1
）
 
 

だ
け
が
、
そ
の
権
力
の
中
心
拠
点
た
る
宮
廷
所
在
地
あ
る
い
ほ
そ
の
近
傍
に
造
営
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
示
唆
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

遺
跡
に
よ
っ
て
見
る
限
り
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
初
期
及
び
中
期
の
前
半
ま
で
に
至
る
時
期
に
は
、
本
稿
で
紹
介
し
た
よ
う
な
中
小
規
模
の
モ
 
 

（
7
2
）
 
 

ス
タ
は
、
何
一
つ
残
存
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

ス
ル
タ
ー
ン
‖
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
‖
シ
ャ
ー
の
治
世
に
入
る
と
、
デ
リ
ー
に
お
け
る
モ
ス
ク
造
営
の
歴
史
は
劃
期
的
な
転
換
を
示
し
て
い
 
 

く
。
 （
7
3
）
 
彼
の
時
代
に
ほ
、
新
都
フ
ィ
ー
ロ
ー
ザ
ー
バ
ー
ド
F
日
昌
N
詳
註
 
の
造
営
と
と
も
に
、
建
造
物
造
営
や
公
共
工
事
が
著
し
く
振
興
を
 
 

見
た
が
、
そ
の
結
果
、
少
く
と
も
八
件
に
上
る
ジ
ャ
ー
マ
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
乃
至
は
そ
れ
と
公
共
的
性
格
を
同
じ
く
す
る
大
規
模
な
モ
ス
ク
 
 

が
造
営
さ
れ
、
さ
ら
に
中
小
規
模
の
モ
ス
ク
が
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
史
上
初
め
て
造
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
 
 

て
は
、
こ
こ
に
一
々
紹
介
す
る
紙
数
は
な
い
が
、
前
記
の
月
輪
時
房
氏
の
論
文
に
、
現
存
す
る
モ
ス
ク
と
の
比
定
も
含
め
て
当
時
の
文
献
 
 

（
拘
）
 
 

に
よ
る
名
称
が
列
挙
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 
 
 

こ
れ
ら
ト
ゥ
グ
ル
ク
朝
後
期
の
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
＝
シ
ャ
ー
の
治
世
に
造
営
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
マ
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
及
び
そ
れ
に
準
じ
る
規
模
 
 

の
大
規
模
の
モ
ス
ク
は
、
す
べ
て
が
、
必
ず
し
も
ス
ル
タ
ー
ン
自
身
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
例
 
 

（
7
5
）
 
ズ
 

え
ば
、
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
治
世
の
歴
史
家
シ
ャ
ム
セ
‖
ス
ィ
ラ
ー
ジ
ュ
‖
ア
ァ
フ
ィ
ー
フ
S
h
a
m
s
・
e
 
S
i
r
且
へ
巴
H
f
の
著
書
『
フ
ィ
ー
ロ
ー
 
 

‖
シ
ャ
ー
の
歴
史
』
↓
智
中
．
g
・
旬
句
叫
…
．
～
詮
賢
叫
に
見
え
る
モ
ス
ク
の
名
称
に
よ
っ
て
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
 
「
八
つ
の
ジ
ャ
ー
 
 
 



マ
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
」
（
h
a
s
h
t
m
阜
d
・
e
j
ぎ
i
、
）
の
中
に
は
、
例
え
ば
「
ハ
ー
ン
‖
ジ
ャ
ハ
ー
ン
の
マ
ス
ジ
ッ
ド
」
（
m
a
s
j
i
d
．
e
打
h
ぎ
 
 

J
a
F
且
と
か
「
ナ
ー
イ
ブ
＝
バ
ー
ル
バ
ク
の
マ
ス
ジ
ッ
ド
」
（
m
a
s
j
i
d
・
2
2
巴
b
B
賢
b
a
k
）
・
「
マ
リ
ク
‖
ニ
ザ
ー
ム
ル
‖
ム
ル
タ
の
マ
 
 

（
7
6
）
 
ス
ジ
ッ
ド
」
（
m
a
s
j
i
d
・
e
夢
詩
呂
掴
阿
m
a
T
ぎ
ー
k
）
と
い
う
よ
う
に
、
高
官
名
を
付
け
た
大
モ
ス
ク
の
名
も
見
え
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
同
時
代
の
史
書
に
記
載
さ
れ
た
に
モ
ス
ク
の
名
称
か
ら
推
す
と
、
こ
れ
ら
の
大
モ
ス
ク
の
造
営
者
は
、
少
く
と
も
直
接
 
 

の
建
設
者
と
し
て
ほ
、
ス
ル
タ
ー
ン
自
身
で
な
く
、
そ
の
有
力
な
る
側
近
や
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
体
制
下
の
有
力
貴
族
が
考
え
ら
れ
る
の
で
 
 

ぁ
る
。
も
っ
と
も
、
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
＝
シ
ャ
一
日
身
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
同
時
代
の
『
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
‖
シ
ャ
ー
の
勝
利
』
 
 

句
邑
旦
芯
㌢
“
句
冒
貯
∵
望
㌫
緊
に
ほ
、
例
え
ば
、
神
が
彼
に
与
え
給
う
た
贈
物
の
中
の
一
つ
は
公
共
的
な
建
造
物
を
建
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
 
 

と
言
っ
た
あ
と
で
、
「
か
く
て
私
は
、
モ
ス
ク
や
学
校
や
1
ン
カ
ー
を
建
て
た
（
b
a
s
川
m
a
s
脚
官
w
a
m
a
d
賢
s
w
a
k
h
w
a
n
q
b
i
n
抑
 
（
 

7
7
）
 
k
a
l
d
ぎ
）
」
云
々
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
代
の
シ
ャ
ム
セ
＝
ス
ィ
ラ
ー
ジ
ュ
‖
ア
ァ
フ
ィ
ー
フ
の
『
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
‖
シ
ャ
ー
の
歴
 
 

史
』
に
も
、
「
ス
ル
タ
ー
ン
‖
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
‖
シ
ャ
ー
が
建
て
た
様
々
な
建
造
物
に
つ
い
て
」
（
d
a
r
ぎ
腎
a
l
F
翠
e
g
冒
a
・
g
ぎ
穿
 
 

S
已
菅
F
叫
r
訂
S
h
詳
k
a
r
d
）
と
い
う
見
出
し
の
↑
に
、
第
十
一
章
に
は
、
「
ス
ル
タ
ー
ン
‖
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
は
、
…
…
都
市
、
城
砦
、
 
 

宮
廷
、
堰
姥
、
モ
ス
ク
、
墓
等
の
多
数
造
営
を
命
じ
た
」
（
a
N
 
q
i
s
m
 
s
h
旨
r
h
帥
w
a
富
野
h
帥
w
a
 
k
訝
b
a
k
F
抑
w
a
 
b
a
n
d
巴
昌
弘
w
a
 
 

（
乃
）
 
m
a
s
旦
整
蒜
J
岩
m
q
賢
r
h
帥
b
i
s
i
首
w
a
 
b
ぎ
m
腎
b
a
n
a
f
賀
m
已
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
叙
述
 
 

法
は
屡
々
あ
る
こ
と
で
、
ス
ル
タ
ー
ン
自
身
が
建
て
た
と
い
う
風
に
書
い
て
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
彼
の
治
世
に
多
く
の
モ
ス
ク
や
 
 

墓
、
学
校
や
ハ
ー
ン
カ
ー
が
、
ス
ル
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
の
で
ほ
な
く
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
実
際
に
は
、
有
力
貴
族
に
よ
っ
 
 

て
建
て
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
こ
と
が
ブ
ー
ム
的
現
象
と
し
て
行
わ
れ
た
事
実
の
背
且
畏
は
、
主
権
 
 

者
た
る
ス
ル
タ
ー
ン
‖
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
の
宗
教
施
設
造
営
に
対
す
る
熱
意
が
、
当
然
、
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
恐
ら
く
、
そ
う
し
た
雰
困
 
 

デ
リ
∴
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
ー
支
配
層
 
 

≡
 
 
 



三
二
 
 

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
 
第
八
十
八
筋
 
 

気
の
中
で
、
有
力
貴
族
は
、
い
わ
ば
競
っ
て
、
モ
ス
ク
や
ハ
ー
ン
カ
ー
、
マ
ド
ラ
ッ
サ
な
ど
の
宗
教
施
設
を
造
営
し
て
、
公
共
工
事
や
建
 
 

造
物
造
営
を
神
へ
の
奉
仕
と
強
く
考
え
た
ス
ル
タ
ー
ン
の
意
に
沿
う
べ
く
、
努
力
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ト
ゥ
グ
ル
ク
後
期
、
と
く
に
 
 

ス
ル
タ
ー
ン
‖
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
‖
シ
ャ
ー
の
治
世
に
デ
リ
ー
地
域
に
大
規
模
な
モ
ス
ク
が
少
く
と
も
八
つ
以
上
も
造
営
さ
れ
た
と
い
う
事
 
 

実
も
、
造
営
者
と
そ
の
意
図
を
考
え
る
と
、
右
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
然
る
べ
き
だ
と
、
私
は
考
え
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
ス
ル
タ
ー
ン
‖
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
‖
シ
ャ
ー
の
治
世
以
降
に
は
、
遺
跡
と
し
て
ほ
少
く
と
も
デ
リ
ー
地
域
に
は
そ
れ
以
前
に
 
 

全
く
見
ら
れ
な
い
中
、
小
規
模
の
モ
ス
ク
が
相
当
数
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
ほ
、
モ
ス
ク
造
営
史
上
き
わ
め
て
興
味
あ
り
、
且
つ
 
 

重
要
な
事
柄
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
小
モ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
私
た
ち
も
報
告
書
『
デ
リ
ー
』
の
「
遺
跡
総
目
録
」
の
中
で
、
第
Ⅱ
期
に
 
 

属
す
る
も
の
と
し
て
、
ハ
ウ
ズ
‖
ハ
ー
ス
の
モ
ス
ク
〔
M
1
1
〕
か
ら
旧
サ
イ
イ
ド
ゥ
ル
‖
ア
ジ
ャ
ー
イ
ブ
衆
落
の
西
端
に
残
る
モ
ス
ク
 
 

（
7
9
）
 
 

〔
M
3
1
〕
ま
で
、
捻
件
二
十
一
件
を
採
録
し
、
第
Ⅱ
期
す
な
わ
ち
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
中
期
の
造
営
と
推
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
モ
ス
ク
と
 
 

並
ん
で
特
異
な
礼
拝
施
設
た
る
イ
ー
ド
ガ
ー
と
し
て
、
イ
ク
バ
ー
ル
＝
ハ
ー
ン
 
H
q
b
巴
K
b
ぎ
 
の
イ
ー
ド
ガ
ー
〔
M
5
6
〕
が
、
第
Ⅱ
期
 
 

（
釦
）
 
 

の
も
の
と
し
て
採
録
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
ほ
、
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
期
で
は
な
く
、
ト
ゥ
ダ
ル
ク
末
期
の
造
営
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
ガ
ナ
ー
テ
ィ
ー
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
形
式
の
墓
地
が
、
こ
の
ト
ゥ
グ
ル
ク
後
期
に
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
デ
リ
ー
地
域
に
残
存
 
 

す
る
遺
跡
の
形
態
・
様
式
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
『
デ
リ
ー
』
第
Ⅰ
巻
に
は
、
第
Ⅱ
期
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
〔
G
l
〕
か
ら
〔
G
1
1
〕
 
 

（
心
）
 
 

へ
封
）
 
 

，
 
 
 
 
．
 
．
 
 
 
≡
 
．
 
．
．
：
 
．
二
‥
．
 
に
至
る
十
二
件
を
採
録
し
て
お
い
た
が
、
こ
の
数
は
、
末
期
の
造
営
と
推
定
さ
れ
る
〔
G
1
2
〕
か
ら
〔
G
7
2
〕
ま
で
の
六
十
一
件
の
遺
跡
 
 

に
此
べ
る
と
、
約
五
分
の
一
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
基
地
の
中
に
は
、
勿
論
、
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
期
に
属
す
る
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
さ
き
に
考
え
た
、
フ
ィ
ロ
ー
ズ
期
に
お
け
る
大
規
模
な
モ
ス
ク
の
造
営
数
の
増
大
と
此
例
し
て
、
 
 

中
小
規
模
の
モ
ス
ク
が
造
営
さ
れ
は
じ
め
、
そ
の
数
里
一
十
件
を
超
え
る
遺
跡
が
今
日
ま
で
残
っ
て
い
る
。
ガ
ナ
ー
テ
ィ
ー
‖
マ
ス
ジ
ッ
 
 
 



ド
形
式
の
墓
地
も
、
少
数
な
が
ら
、
ト
ゥ
グ
ル
ク
中
期
に
造
営
さ
れ
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
建
造
物
の
造
営
の
主
 
 

体
は
、
聖
廟
や
ハ
ー
ン
カ
ー
に
付
属
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
を
含
め
て
、
恐
ら
く
は
、
当
時
の
権
力
者
あ
る
い
は
貴
族
に
属
す
る
支
配
層
 
 

に
あ
る
と
推
定
し
て
差
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
中
期
、
と
く
に
ス
ル
タ
ー
ン
‖
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
‖
シ
ャ
ー
の
治
世
以
降
に
、
こ
の
ス
ル
タ
ー
ン
の
個
人
 
 

的
性
格
と
、
社
会
的
、
宗
教
的
政
策
の
結
果
見
ら
れ
た
一
種
の
宗
教
施
設
造
営
の
ブ
ー
ム
的
現
象
と
し
て
、
支
配
層
に
よ
っ
て
、
様
々
な
 
 

規
模
に
わ
た
る
モ
ス
ク
が
、
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
支
配
下
の
貴
族
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
初
期
、
 
 

あ
る
い
ほ
ト
ゥ
ダ
ル
ク
前
期
の
状
況
を
著
し
く
変
え
た
新
し
い
傾
向
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
こ
の
建
築
史
上
き
わ
め
て
重
要
 
 

で
且
つ
興
味
あ
る
事
実
は
、
ス
ル
タ
ー
ン
‖
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
の
公
共
社
会
政
策
と
、
彼
個
人
の
性
格
と
嗜
好
と
に
多
分
に
影
響
さ
れ
た
も
 
 

の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
く
り
返
し
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
理
由
は
ど
う
あ
れ
、
こ
の
現
象
は
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
 
 

期
の
建
造
物
造
営
の
歴
史
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
背
景
を
考
え
な
が
ら
、
次
に
本
稿
の
主
要
対
象
で
あ
る
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
と
く
に
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
時
代
の
モ
ス
ク
に
つ
 
 

い
て
、
さ
き
に
述
べ
た
考
察
の
結
果
を
考
え
な
が
ら
、
本
稿
の
視
点
に
基
づ
く
結
論
を
記
し
て
み
ょ
う
。
 
 
 

サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
期
に
お
け
る
建
造
物
の
造
営
の
歴
史
の
中
で
、
建
設
事
業
に
熱
意
を
示
し
た
支
配
者
と
し
て
、
と
く
に
二
人
の
ス
ル
タ
 
 

ー
ン
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
‖
シ
ャ
ー
‖
ト
タ
グ
ル
ク
と
ス
イ
カ
ン
ダ
ル
＝
シ
ャ
ー
‖
ロ
ー
デ
ィ
ー
 
 

と
で
あ
る
。
 
 
 

フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
＝
シ
ャ
一
に
つ
い
て
は
上
に
述
べ
た
し
、
ス
ル
タ
ー
ン
＝
ス
イ
カ
ン
ダ
ル
に
つ
い
て
も
、
前
項
に
紹
介
し
た
ロ
ー
デ
ィ
 
 

一
朝
時
代
造
営
の
一
部
の
モ
ス
ク
の
刻
文
の
中
に
、
屡
々
、
彼
の
名
と
そ
の
治
世
の
年
次
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
の
で
、
 
 

デ
リ
ー
‖
サ
ル
タ
ナ
ッ
▼
卜
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
ー
支
配
層
 
 
 



三
四
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そ
の
事
実
か
ら
も
判
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
ほ
、
史
書
の
記
述
の
中
か
ら
も
少
し
く
窺
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ス
イ
カ
ン
ダ
ル
＝
シ
ャ
 
 

ー
は
、
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
の
フ
ィ
ト
ロ
ー
ズ
と
言
っ
た
観
が
あ
る
。
 
 
 

例
え
ば
、
ロ
ー
デ
ィ
ー
及
び
ス
ー
ル
朝
の
歴
史
と
し
て
の
著
名
な
『
ダ
ー
ウ
ー
ド
の
歴
史
』
（
り
慧
註
・
鴫
b
聖
泣
叫
）
に
も
、
「
彼
は
、
彼
 
 

の
あ
ら
ゆ
る
地
方
や
領
域
内
に
、
モ
ス
ク
を
建
て
た
」
（
ロ
d
a
r
j
a
m
i
、
b
i
－
－
註
w
a
m
P
m
巴
i
k
・
e
k
h
u
d
m
旦
i
d
F
帥
b
a
ロ
阿
n
i
h
註
）
と
記
 
 

（
8
3
）
 
 

し
、
そ
の
モ
ス
ク
に
、
コ
ー
ラ
ン
朗
詠
者
や
ハ
ー
テ
ィ
ブ
や
掃
除
人
（
m
旨
1
H
 
w
a
 
k
h
a
t
‖
b
 
w
a
 
j
腎
旨
）
を
置
い
た
と
記
し
て
い
る
。
 
 

ま
た
、
同
書
及
び
ニ
ァ
マ
ッ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
の
『
ア
フ
ガ
ン
人
の
歴
史
』
（
竃
已
訂
§
・
恥
』
k
試
已
）
に
は
、
例
え
ば
、
「
ス
ル
タ
ー
ン
は
、
 
 

宮
廷
の
寺
院
（
k
a
n
叫
s
旦
を
破
壊
し
て
、
そ
の
あ
と
に
モ
ス
ク
を
建
て
た
」
と
か
、
「
偶
像
寺
院
（
b
u
d
・
k
F
ぎ
a
F
）
を
倒
し
て
そ
の
あ
と
 
 

に
モ
ス
ク
を
造
っ
た
」
と
い
っ
た
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
ス
イ
カ
ン
ダ
ル
‖
シ
ャ
一
に
つ
い
て
の
文
献
の
 
 

（
糾
）
 
 

記
述
も
、
彼
が
モ
ス
ク
の
造
営
に
熱
心
だ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
 
 
 

そ
れ
に
し
て
も
、
本
稿
の
冒
頭
で
説
明
し
た
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
時
代
の
モ
ス
ク
の
数
の
増
大
と
い
う
事
実
ほ
、
ス
ル
タ
ー
ン
＝
ス
イ
カ
ン
 
 

ダ
ル
＝
シ
ャ
ー
の
建
造
物
造
営
に
対
す
る
個
人
的
な
晴
好
か
ら
だ
け
で
説
明
し
て
ほ
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
大
 
 

型
の
モ
ス
ク
の
中
で
、
彼
自
身
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
刻
文
の
中
か
ら
は
、
一
件
も
見
当
ら
な
い
。
僅
か
に
、
サ
 
 

イ
モ
ン
‖
デ
ィ
グ
ピ
ー
の
バ
ハ
ロ
ー
ル
＝
シ
ャ
ー
の
墓
に
関
す
る
新
説
が
、
バ
ラ
ー
‖
ダ
ン
パ
ッ
ド
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
〔
M
3
5
〕
を
ス
ル
タ
 
 

ー
ン
の
墓
所
の
巨
大
な
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
一
部
と
し
て
推
定
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
（
本
稿
ニ
ー
1
二
三
頁
を
参
照
）
、
そ
れ
と
て
も
 
 

確
証
は
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

一
般
的
に
言
え
ば
、
す
で
に
本
属
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ス
イ
カ
ン
ダ
ル
‖
シ
ャ
一
泊
世
の
年
次
や
こ
の
ス
ル
タ
ー
ン
の
名
を
載
せ
た
 
 

刻
文
を
持
つ
モ
ス
ク
の
造
営
者
ほ
、
何
れ
も
当
時
の
有
力
貴
族
か
支
配
層
に
属
す
る
者
と
推
定
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
刻
文
を
残
さ
な
い
 
 
 



中
、
小
の
モ
ス
ク
は
勿
論
、
大
規
模
な
モ
ス
ク
に
つ
い
て
も
、
恐
ら
く
は
、
同
じ
よ
う
に
、
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
期
の
支
配
層
が
造
営
し
た
も
 
 

の
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。
 
 
 

た
し
か
に
、
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
‖
シ
ャ
一
泊
世
の
ト
ゥ
ダ
ル
ク
後
期
の
状
況
に
似
て
、
ス
イ
カ
ン
ダ
ル
時
代
に
も
、
ス
ル
タ
ー
ン
の
個
性
 
 

と
嗜
好
と
、
彼
の
社
会
的
、
宗
教
的
政
策
の
影
響
が
、
そ
の
配
下
の
有
力
支
配
層
や
権
力
者
を
し
て
モ
ス
ク
造
営
に
赴
か
し
め
た
こ
と
を
 
 

デ
リ
ー
‖
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
ー
支
配
層
 
 
 

挿図13．サイイドゥノレ＝アジャーイブ西方の  

モスク〔M・22〕。  

考
え
る
必
要
は
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
私
は
、
す
で
に
、
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
期
に
お
 
 

け
る
墓
建
築
の
、
異
常
と
も
言
う
ぺ
き
そ
の
数
と
の
増
加
と
い
う
現
象
の
背
後
に
、
 
 

ロ
」
デ
ィ
一
族
を
始
め
と
す
る
ア
フ
ガ
ン
諸
部
族
に
見
ら
れ
た
、
、
ト
ル
コ
系
譜
族
の
 
 

場
合
と
は
異
な
っ
た
ア
フ
ガ
ン
独
自
の
君
主
と
貴
族
勢
力
と
の
権
力
関
係
と
、
部
族
 
 

の
自
主
独
立
的
な
意
識
構
造
を
考
え
る
べ
き
倉
と
す
る
推
説
を
公
け
に
し
て
き
た
。
 
 

モ
ス
ク
は
、
基
建
築
と
違
っ
て
公
共
的
性
格
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
造
営
の
数
や
規
 
 

模
に
お
い
て
、
基
建
築
と
は
異
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
 
 

る
。
そ
う
し
た
点
を
考
慮
す
る
と
、
墓
建
築
の
場
合
ほ
ど
の
激
増
と
は
言
え
な
い
に
 
 

し
て
も
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
と
り
わ
け
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
時
代
に
お
け
る
中
小
胡
模
 
 

の
も
の
を
含
め
て
の
モ
ス
ク
の
造
営
数
の
増
大
と
い
う
現
象
の
背
後
に
も
、
私
が
さ
 
 

き
の
論
考
で
指
摘
し
た
如
き
、
い
わ
ば
権
力
関
係
に
見
ら
れ
る
特
殊
ア
フ
ガ
ン
的
な
 
 

条
件
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
考
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

最
後
に
、
本
稿
に
関
連
し
て
一
つ
だ
け
触
れ
て
お
き
た
い
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
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三
六
 
 

は
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
時
代
の
建
造
物
と
し
て
は
些
か
特
異
な
構
造
を
持
つ
構
 
 

築
物
で
、
私
た
ち
が
『
デ
リ
ー
』
の
中
で
、
「
ベ
ー
ガ
ム
プ
ー
ル
東
方
の
マ
ハ
 
 

（
8
5
）
 
 

ル
」
と
呼
ん
だ
〔
0
2
1
〕
特
異
な
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
は
、
今
日
見
 
 

る
限
り
、
内
庭
を
囲
ん
で
四
方
に
部
屋
を
め
ぐ
ら
す
大
き
な
建
物
で
、
そ
の
 
 

西
側
の
中
央
部
分
に
は
、
ビ
ラ
、
、
、
ッ
ド
型
の
屋
根
を
頂
く
三
つ
の
部
屋
が
残
 
 

っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
部
の
構
造
や
方
角
か
ら
し
て
、
こ
の
部
分
が
、
あ
る
 
 

い
ほ
モ
ス
ク
の
役
割
を
果
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

パ
ー
ス
ィ
ー
＝
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
か
つ
て
、
そ
の
著
『
イ
ン
ド
建
築
史
・
イ
 
 

ス
ラ
ム
期
篇
』
の
中
で
、
推
定
復
原
囲
ま
で
付
け
て
、
こ
の
建
造
物
を
ロ
ー
 
 

（
8
6
）
 
 

デ
ィ
一
朝
時
代
の
貴
族
の
住
居
と
い
う
推
説
を
提
示
し
た
。
こ
れ
ほ
、
き
わ
 
 

め
て
興
味
あ
る
推
説
で
、
私
も
そ
の
可
能
性
は
あ
る
と
思
う
。
も
っ
と
も
、
 
 

私
自
身
は
、
こ
の
建
造
物
が
、
か
つ
て
ハ
ー
ン
カ
ー
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
 
 

（
8
7
）
 
 

で
ほ
な
い
か
と
い
う
推
説
を
も
提
起
し
て
い
る
。
 
 
 

ハ
ー
ン
カ
ー
で
あ
れ
ば
、
モ
ス
ク
が
付
属
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
の
は
当
 
 

然
で
あ
ろ
う
が
、
建
造
物
の
総
体
の
一
部
に
モ
ス
ク
が
あ
る
の
は
、
サ
ル
タ
 
 

ナ
ッ
ト
時
代
の
構
築
物
と
し
て
は
全
く
珍
ら
し
い
。
パ
ー
ス
ィ
ー
‖
ブ
ラ
ウ
 
 

ン
が
考
え
た
よ
う
に
、
も
し
こ
れ
が
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
時
代
の
貴
族
の
邸
宅
で
 
 
 



あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
自
体
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
さ
ら
に
、
そ
の
住
居
内
に
モ
ス
ク
に
等
し
い
礼
拝
所
が
設
け
ら
れ
て
い
 
 

る
こ
と
自
体
、
き
わ
め
て
興
味
あ
る
こ
と
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
問
題
は
些
か
異
な
る
が
、
ロ
ー
デ
ィ
一
朝
の
モ
ス
ク
に
つ
い
て
 
 

考
察
す
る
場
合
、
二
言
触
れ
て
お
き
た
い
建
造
物
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
事
柄
自
体
が
、
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
に
、
ハ
ー
ン
カ
ー
あ
 
 

る
い
は
個
人
の
住
居
に
、
小
型
の
モ
ス
ク
と
も
言
う
べ
き
礼
拝
施
設
が
併
造
さ
れ
て
い
た
と
い
う
、
モ
ス
ク
の
変
遷
史
上
き
わ
め
て
興
味
 
 

あ
る
資
料
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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山
本
達
郎
博
士
古
稀
記
念
『
東
南
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
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社
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と
文
化
』
一
九
八
〇
年
一
二
月
、
山
川
出
版
社
、
上
、
五
一
－
八
四
頁
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2
 
山
本
達
郎
・
荒
松
雄
・
月
輪
時
房
、
『
デ
リ
ー
‖
デ
リ
ー
諸
王
朝
時
代
の
建
造
物
の
研
究
』
、
第
Ⅰ
巻
「
遺
跡
総
目
録
」
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一
〇
－
一
一
頁
、
四
九
 
 
 

頁
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参
照
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荒
松
雄
、
『
イ
ン
ド
史
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
聖
廟
－
宗
教
権
威
と
支
配
権
力
－
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、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
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年
、
五
六
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－
五
九
五
頁
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4
 
詳
し
く
は
、
荒
、
「
デ
リ
ー
現
存
の
墓
建
築
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ロ
ー
デ
ィ
ー
支
配
層
」
、
前
掲
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南
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ジ
ア
・
イ
ン
ド
の
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会
と
文
化
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所
収
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〇
－
六
六
頁
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頁
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上
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六
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a
t
i
O
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O
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．
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已
h
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∴
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骨
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ふ
二
き
鼓
き
皐
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旨
賢
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ひ
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g
F
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－
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－
、
p
・
h
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．
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a
n
d
e
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．
ゴ
訂
h
ぷ
喜
∴
き
ぜ
訂
冶
b
ざ
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ぎ
‥
ぎ
L
ざ
蟄
 
（
芯
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岩
山
q
』
・
b
シ
C
巴
c
已
t
p
、
－
授
か
、
p
p
・
u
干
－
山
P
 
 

デ
リ
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‖
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
モ
ス
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と
ロ
ー
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ィ
ー
支
配
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両
者
に
つ
い
て
は
、
『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
五
六
頁
、
挿
図
七
・
八
を
参
照
。
 
 
 

荒
、
「
デ
リ
ー
に
現
存
す
る
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
時
代
の
堰
疑
お
よ
び
水
門
の
遺
跡
に
つ
い
て
」
、
『
東
文
研
紀
要
』
、
第
三
六
冊
、
一
九
六
五
年
、
二
六
 
 

－
1
一
九
頁
。
『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
九
五
－
九
六
頁
、
図
版
一
二
八
。
A
S
H
．
、
H
く
一
望
〇
．
－
誌
．
 
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
五
八
－
五
九
頁
、
図
版
四
一
・
四
二
。
A
S
H
．
、
H
H
．
彗
〇
．
左
．
 
 
 

R
．
P
．
ゴ
i
p
a
t
h
i
、
尽
．
註
．
．
p
．
0
0
γ
 
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
六
三
頁
。
 
 
 

荒
、
前
掲
論
文
、
八
〇
頁
。
及
び
、
同
論
文
中
の
挿
図
五
－
七
に
紹
介
し
た
巨
大
な
基
建
築
の
写
真
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 
 
 

東
大
調
査
団
で
も
、
形
態
・
構
造
等
に
つ
い
て
ほ
山
本
・
月
輪
両
氏
が
担
当
し
た
。
本
稿
の
私
の
解
説
ほ
極
め
て
簡
単
な
も
の
で
私
見
の
開
陳
の
 
 

た
め
の
最
少
限
の
も
の
で
あ
る
。
目
下
、
月
輸
氏
は
「
デ
リ
ー
に
お
け
る
モ
ス
ク
の
形
成
と
展
開
」
と
い
う
副
題
を
付
し
た
次
の
三
つ
の
論
文
を
発
 
 

表
し
て
い
る
。
「
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
初
期
の
モ
ス
ク
に
み
ら
れ
る
ス
ク
リ
ー
ン
‖
ウ
ォ
ー
ル
と
イ
ー
ワ
ー
ン
」
、
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
、
第
八
二
冊
、
 
 

一
九
八
〇
年
、
一
－
七
九
頁
。
「
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
期
モ
ス
ク
の
周
壁
を
も
つ
中
央
礼
拝
堂
に
つ
い
て
」
、
前
掲
『
東
南
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
の
社
会
と
文
 
 

化
』
、
上
、
一
五
七
－
一
八
三
頁
。
「
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
‖
シ
ャ
ー
‖
ト
ゥ
ダ
ル
ク
時
代
に
お
け
る
モ
ス
ク
の
造
営
」
、
『
東
文
研
紀
要
』
、
第
八
五
冊
、
 
 

一
九
八
一
年
、
四
九
1
一
二
九
頁
。
 
 
 

従
っ
て
、
サ
ル
タ
ナ
ソ
ー
ト
末
期
に
造
営
さ
れ
に
モ
ス
ク
に
つ
い
て
も
、
将
来
、
形
態
・
構
造
に
関
す
る
精
緻
な
研
究
を
提
示
さ
れ
る
こ
と
と
期
待
 
 

し
て
い
る
。
ま
た
、
東
大
史
蹟
調
査
団
の
報
告
書
の
第
Ⅳ
巻
「
モ
ス
ク
」
を
、
目
下
、
山
本
・
月
輪
両
氏
と
荒
と
で
準
備
中
な
の
で
、
そ
こ
で
も
論
 
 

及
さ
れ
る
筈
で
あ
る
こ
と
を
予
告
し
て
お
き
た
い
。
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
 
 

D
e
亡
i
 
P
r
O
ま
n
c
e
．
 
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
 
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
 
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
 
 

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
 
第
八
十
八
射
 
 

五
八
頁
、
図
版
三
八
。
A
r
c
b
a
2
0
－
O
g
i
c
已
S
弓
く
e
y
 
O
f
 
H
ロ
d
i
a
－
卜
訂
h
貝
毒
ま
訂
S
S
乱
§
§
丸
和
札
温
ま
竃
富
ま
重
富
訂
、
 
 

中
吉
－
u
m
e
s
、
C
巴
c
已
t
a
，
－
2
㌣
－
記
N
－
く
○
－
・
H
＜
・
－
2
〇
・
畠
・
以
下
、
こ
の
四
巻
の
報
告
書
ほ
A
S
I
と
略
称
す
る
。
 
 

八
一
－
八
二
頁
、
図
版
一
〇
〇
。
A
S
I
こ
H
く
一
望
〇
．
き
．
 
 

五
八
頁
、
図
版
四
〇
。
A
S
－
・
、
H
く
．
Z
〇
・
－
山
P
 
 

五
六
頁
、
図
版
三
一
－
三
二
a
。
A
S
－
．
、
H
く
、
N
〇
．
－
設
．
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n
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S
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O
d
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D
e
E
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、
母
舟
べ
風
致
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一
途
計
・
冠
訂
訂
乳
ぶ
ー
ご
ア
N
〇
．
C
已
c
u
t
t
a
．
－
記
皐
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p
・
N
－
い
・
A
S
H
・
．
H
I
H
．
Z
〇
・
山
車
．
 
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
七
八
頁
、
図
版
八
九
C
▼
・
d
。
A
S
H
．
．
H
H
．
宅
〇
．
竜
．
 
 
 

S
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m
O
n
 
D
i
g
b
y
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h
e
 
T
O
m
b
 
O
f
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已
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已
L
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川
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註
註
溺
旦
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訂
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h
鼠
○
註
邑
已
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軋
ゝ
せ
計
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邑
軋
さ
 
q
已
e
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乳
や
亀
 
 

ト
Q
3
軋
○
声
く
○
－
．
㍍
㍍
㍍
く
H
H
H
－
増
t
．
い
ー
一
等
h
．
p
p
．
設
○
－
設
－
．
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
八
六
頁
、
図
版
一
一
二
a
。
A
S
I
・
、
H
H
l
－
宅
〇
・
N
・
（
声
 
な
お
、
荒
、
『
イ
ン
ド
史
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
聖
廟
』
、
四
五
二
頁
、
 
 

証
（
3
）
を
参
照
。
 
 
 

荒
、
前
掲
菩
、
四
五
〇
－
四
五
二
頁
。
 
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
五
九
頁
、
図
版
四
五
。
A
S
H
．
、
H
H
H
．
宅
〇
．
N
苫
．
 
 
 

N
a
f
胃
H
a
s
a
n
．
〇
p
．
C
i
t
．
．
p
p
．
㌣
♪
A
S
H
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、
H
I
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望
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．
N
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、
Ⅰ
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ー
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、
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、
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デ
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、
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デ
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ー
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、
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、
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デ
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ー
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、
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、
 
 

『
デ
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ー
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、
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、
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
五
九
頁
、
図
版
四
三
－
四
四
。
A
S
H
・
、
一
宇
宅
〇
・
旨
－
・
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
五
八
頁
、
図
版
三
九
。
A
S
H
・
－
H
H
H
．
宅
0
●
N
冨
●
 
 

デ
リ
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‖
サ
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末
期
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モ
ス
ク
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ロ
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デ
ィ
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配
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五
九
頁
、
図
版
四
六
。
A
S
－
．
、
H
I
H
．
望
〇
．
N
冨
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六
〇
頁
、
図
版
四
九
d
、
挿
図
1
3
。
A
S
H
は
、
こ
の
遺
跡
を
載
せ
て
い
な
い
。
 
 

六
一
頁
、
図
版
五
一
a
。
A
S
H
．
．
i
I
H
．
2
P
 
N
旨
・
 
 

五
九
－
六
〇
頁
、
図
版
四
七
。
A
S
H
・
．
H
H
I
－
宅
P
－
宝
一
 
 

六
〇
－
六
一
、
挿
図
一
四
。
A
S
H
．
、
H
【
H
－
宅
〇
．
N
諾
．
 
 

六
一
頁
、
図
版
五
〇
。
c
f
●
A
S
I
ニ
ー
－
H
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彗
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．
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N
●
 
 

六
〇
頁
、
図
版
四
八
。
A
S
H
・
．
H
く
、
ヨ
○
●
宗
．
 
 

六
〇
頁
、
図
版
四
九
C
・
d
。
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S
H
．
H
H
、
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‖
H
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、
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．
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一
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三
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荒
、
前
掲
書
、
三
四
頁
。
『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
二
〇
頁
。
 
 
 

N
a
f
a
r
 
H
諾
巴
－
、
O
p
．
C
i
戸
－
p
p
・
N
ム
・
 
 
 

A
．
C
ロ
n
n
i
n
g
F
P
m
．
R
e
p
O
r
t
 
O
f
 
a
 
t
O
弓
i
n
 
e
a
s
t
e
r
n
 
R
a
j
p
已
賀
p
 
i
n
－
監
N
－
u
、
ゝ
言
訂
邑
童
計
已
h
ま
⊇
導
電
叫
已
訂
・
知
尽
Q
註
－
舛
〆
 
 

－
0
0
設
－
p
・
－
設
・
a
n
d
 
P
－
・
舛
舛
舛
≦
H
・
D
i
g
b
y
－
O
p
・
C
i
t
・
－
p
p
・
設
丁
設
〇
・
冒
d
勺
－
s
」
Ⅰ
Ⅰ
・
－
く
・
 
 
 

A
S
H
．
、
H
H
－
．
宅
〇
．
山
中
．
 
 
 

D
i
g
b
y
．
O
p
・
C
i
t
・
、
p
・
設
0
0
●
 
 
 

H
b
i
d
．
．
p
．
設
り
、
n
。
t
e
合
．
な
お
、
デ
ィ
グ
ピ
ー
氏
は
、
「
デ
リ
ー
＝
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
の
時
代
に
は
、
マ
ス
ジ
ッ
デ
‖
ジ
ャ
ー
、
、
、
（
呂
a
s
j
i
d
・
i
 
 

j
帥
m
i
＝
c
O
n
g
r
e
笥
t
i
O
n
a
－
m
O
S
琶
e
、
は
、
時
に
は
き
わ
め
て
小
さ
い
建
造
物
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
＝
c
f
J
F
e
R
巴
口
呂
旦
i
d
n
e
a
r
 
 

B
e
g
a
m
p
卑
、
と
し
て
、
カ
ー
ル
ー
＝
サ
ラ
ー
イ
ー
の
モ
ス
ク
〔
M
9
〕
（
『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
五
四
頁
、
図
版
二
二
、
A
S
H
・
」
l
H
－
宅
P
 
N
u
竹
）
を
 
 

挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
月
輪
時
房
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
モ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
「
…
…
崩
壊
の
度
が
著
し
い
遺
跡
で
あ
る
。
今
日
で
は
、
礼
拝
堂
 
 

ズ
‖
シ
ャ
ー
‖
ト
ゥ
ダ
ル
ク
時
代
に
お
け
る
モ
ス
ク
の
造
営
」
、
一
〇
一
頁
）
ち
な
み
に
、
月
輪
氏
が
挙
げ
た
カ
ー
ラ
ー
ン
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
〔
M
8
〕
 
 
 

の
約
2
一
3
を
残
す
の
み
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
、
奥
行
3
間
・
間
口
7
間
の
礼
拝
堂
と
、
内
庭
の
三
方
を
と
り
囲
む
奥
行
1
間
の
姐
廊
と
が
存
在
 
 

し
て
い
て
、
さ
き
に
紹
介
し
た
只
巴
帥
n
 
M
旦
i
d
と
ほ
ぼ
同
形
式
・
同
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
」
（
月
輪
時
房
、
「
フ
ィ
ー
ロ
ー
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『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
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東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
第
八
十
八
掛
 
 

六
一
1
六
二
京
、
図
版
五
四
。
A
S
H
・
－
I
H
H
、
宅
〇
・
窒
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六
一
頁
、
図
版
五
三
C
。
 
 

六
〇
頁
、
図
版
四
九
a
。
 
 

六
一
頁
、
図
版
五
一
b
。
 
 

六
一
頁
、
図
版
五
二
a
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六
一
頁
、
図
版
五
二
b
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六
一
頁
、
図
版
五
二
C
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I
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は
、
こ
の
遺
跡
を
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録
し
て
い
な
い
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（
『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
五
三
－
五
四
頁
、
図
版
二
一
）
は
、
高
さ
約
八
メ
ー
ト
ル
の
基
壇
の
上
に
立
つ
、
東
西
四
一
、
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
三
三
、
五
 
 

メ
ー
ト
ル
の
大
規
模
な
建
造
物
で
あ
る
（
月
輪
、
前
掲
論
文
、
九
〇
頁
、
お
よ
び
同
頁
の
図
七
を
参
照
）
。
も
し
、
カ
ー
ル
ー
‖
サ
ラ
ー
イ
ー
の
モ
 
 

ス
ク
の
規
模
が
、
本
来
、
月
輸
氏
の
推
定
さ
れ
る
よ
う
な
大
規
模
な
構
築
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
デ
ィ
グ
ピ
ー
氏
の
ジ
ャ
ー
ミ
＝
マ
ス
ジ
ッ
ド
の
規
模
 
 

に
関
す
る
例
と
し
て
は
、
適
当
で
は
な
い
こ
と
と
な
る
。
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．
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・
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設
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．
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．
S
t
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e
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箋
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ぎ
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足
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㌻
已
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ぎ
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S
e
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i
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n
 
H
I
－
F
P
S
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・
山
・
L
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O
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、
－
巴
や
p
p
・
芸
子
h
P
 
 

本
稿
で
は
、
ザ
フ
ァ
ル
‖
ハ
サ
ン
編
の
デ
リ
ー
版
本
を
用
い
た
。
内
ぎ
茸
已
字
↓
昌
智
叫
註
、
P
e
r
s
i
a
n
 
e
d
・
－
b
y
声
N
a
f
a
r
ユ
a
s
a
n
、
O
e
－
h
i
－
 
 

－
¢
【
∞
．
 
 

和
ぎ
㌫
竃
≠
已
・
ゴ
買
掛
鼓
菌
p
．
N
諾
．
 
 
 

S
t
O
r
e
y
．
尽
．
c
芦
．
p
・
左
†
 
 

N
已
胃
H
a
s
a
n
－
H
n
s
c
l
i
p
t
i
O
ロ
S
 
O
f
 
S
芹
a
n
d
賀
S
h
詳
L
O
d
ニ
n
 
D
2
E
H
・
p
p
・
㌣
小
・
A
S
I
・
、
H
I
H
・
p
p
・
－
巴
⊥
か
N
・
 
 
 

こ
の
名
の
あ
と
に
不
明
の
部
分
が
あ
り
、
＝
只
h
w
恩
a
 
M
u
甘
m
m
a
d
。
の
名
が
出
て
く
る
。
N
a
f
a
r
 
H
監
a
n
∵
b
i
d
・
－
p
・
㍗
 
 
 

A
S
H
．
．
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
．
2
〇
．
¢
－
．
 
 
 

Z
a
f
a
r
 
H
a
s
a
n
、
i
b
i
d
．
、
p
p
●
や
⊥
b
・
 
 
 

荒
、
『
イ
ン
ド
史
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
聖
廟
』
、
三
九
一
－
三
九
六
頁
お
よ
び
三
五
二
－
三
五
七
頁
。
 
 
 

中
世
イ
ン
ド
関
係
の
史
書
で
は
、
ジ
ャ
ー
マ
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
は
、
マ
ス
ジ
ッ
デ
‖
ジ
ャ
ー
、
、
、
m
a
S
j
i
d
・
e
 
j
帥
m
i
．
あ
る
い
は
マ
ス
ジ
グ
デ
‖
ジ
ャ
 
 

ミ
m
a
S
j
i
d
・
e
j
P
m
i
■
と
書
か
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
ウ
ル
ド
ゥ
語
で
書
か
れ
た
後
代
の
書
物
で
は
、
ジ
ャ
ー
、
、
、
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
、
ジ
ャ
ー
マ
 
 

‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
j
帥
m
i
 
m
旦
i
d
と
出
て
来
る
こ
と
も
多
い
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
私
の
論
考
で
使
っ
て
い
る
よ
う
に
、
今
日
、
デ
リ
ー
の
ム
 
 

ス
リ
ム
が
一
般
に
使
っ
て
い
る
「
ジ
ャ
ー
マ
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
」
と
聞
え
る
発
音
を
、
そ
の
儀
、
写
す
こ
と
に
し
た
。
 
 
 

ク
ー
ワ
ッ
ー
ト
ゥ
ル
‖
イ
ス
ラ
ー
ム
‖
マ
ス
ジ
ッ
ド
め
ロ
w
a
t
 
a
〓
s
－
帥
m
呂
a
s
j
i
d
の
名
で
も
知
ら
れ
て
き
た
。
『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
五
一
頁
、
図
版
 
 

一
－
一
〇
。
A
S
I
．
、
H
H
H
－
宅
O
S
・
い
．
♪
か
．
u
・
l
・
や
勺
a
g
e
－
ゝ
（
訂
鼓
灯
旨
二
斎
二
管
長
－
b
h
蒜
軋
、
D
e
巨
－
－
巴
0
0
・
 
 

デ
リ
ー
＝
サ
ル
タ
ナ
ブ
ー
ト
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
ー
支
配
層
 
 
 



7170   69 68 67  
ー
リ
ー
S
賢
二
城
砦
と
ほ
離
れ
た
、
シ
ュ
イ
フ
‖
ニ
ザ
ー
ム
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
ハ
－
ン
カ
ー
の
あ
っ
た
場
所
（
現
在
の
ニ
ザ
ー
ム
ッ
デ
ィ
ー
ン
‖
ウ
エ
 
 
 

ス
ト
冒
N
a
m
ロ
d
d
i
n
W
e
s
t
）
 
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
支
配
層
の
居
住
地
と
し
て
奴
隷
王
朝
末
期
か
ら
脚
光
を
浴
び
て
き
た
キ
ー
ロ
ー
ク
リ
ー
只
伸
・
 
 

－
辞
h
r
H
の
近
傍
に
あ
っ
七
。
荒
、
前
掲
書
、
三
一
1
三
l
一
、
六
二
七
－
六
二
九
、
六
五
九
頁
を
参
照
。
 
 

7
2
 
シ
ャ
ー
プ
ル
‖
ジ
ャ
ー
ト
S
F
a
p
弓
l
翼
の
モ
ス
ク
 
〔
M
1
0
〕
ほ
、
今
日
で
は
、
∴
外
辺
約
l
二
メ
一
寸
ル
の
中
央
礼
拝
室
を
残
す
の
み
だ
が
、
 
 
 

本
来
ほ
大
き
な
内
庭
を
持
つ
巨
大
な
モ
ス
ク
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
造
営
の
時
期
は
、
恐
ら
く
は
、
ト
ゥ
ダ
ル
ク
朝
前
期
か
、
あ
る
い
ほ
本
 
 
 

来
ほ
ス
ィ
ー
リ
ー
城
市
が
造
営
さ
れ
た
ハ
ル
ジ
ー
時
代
に
ま
で
遡
る
か
も
知
れ
な
い
。
『
デ
リ
ー
』
、
五
四
頁
、
図
版
二
三
。
 
 

7
3
 
月
輪
時
房
、
前
掲
論
文
、
五
四
－
七
九
頁
。
荒
、
前
掲
宇
、
三
三
頁
。
 
 

7
4
 
月
輪
時
房
、
前
緒
論
文
、
七
九
－
一
二
一
責
。
 
 

7
5
 
S
F
a
m
s
・
e
 
S
i
r
恩
、
A
f
岸
里
智
叫
註
・
m
無
品
N
聖
賢
叫
－
B
i
b
－
i
O
臣
e
c
a
 
H
n
d
i
c
a
．
C
巴
c
已
t
p
、
－
笠
〇
．
p
・
－
設
．
月
輪
、
前
掲
論
文
、
七
九
頁
以
下
 
 
 

を
参
照
。
 
 

7
6
 
月
輪
氏
ほ
、
こ
の
八
つ
の
モ
ス
ク
を
、
現
存
す
る
遺
跡
と
照
合
し
て
、
三
つ
を
比
定
し
て
お
り
、
二
つ
の
現
存
遺
跡
を
有
力
候
補
に
挙
げ
て
い
る
。
 
 
 

前
掲
論
文
、
七
九
－
一
〇
二
頁
参
照
。
 
 

7
7
 
『
u
t
由
サ
賢
・
e
 
F
‖
r
由
N
 
S
F
巴
試
．
P
O
r
2
i
2
－
e
d
i
江
O
n
 
b
y
芦
B
・
R
O
y
．
ヽ
Q
琶
や
岩
h
卑
語
～
知
童
已
』
h
吋
已
訂
哲
c
訂
や
旦
b
芸
笥
♪
 
L
e
t
t
e
J
S
．
 
 
 

く
○
】
・
く
H
－
．
－
苫
－
．
ヨ
〇
・
－
．
p
・
3
・
 
 

7
8
 
S
F
a
m
s
・
e
 
S
i
r
ど
．
A
迂
∵
尽
・
C
芦
－
（
P
e
r
s
i
2
－
e
d
i
已
O
n
）
p
．
如
い
〇
．
 
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
五
二
頁
、
図
版
一
二
p
、
挿
図
1
参
照
。
c
f
・
A
S
H
・
」
く
、
N
O
」
・
 
 

月
輪
時
房
、
前
掲
「
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
‖
シ
ャ
ー
‖
ト
ゥ
ダ
ル
ク
時
代
に
お
け
る
モ
ス
ク
の
造
営
」
を
参
照
。
 
 

荒
、
『
イ
ン
ド
史
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
聖
廟
』
、
二
二
〇
－
二
二
四
、
六
五
一
1
六
五
七
頁
参
照
。
『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
五
二
頁
、
図
版
二
－
一
二
 
 

む
。
A
S
H
．
．
H
H
、
宅
〇
．
N
〇
．
 
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
五
二
－
五
三
頁
。
図
版
〓
二
－
一
四
。
A
S
I
・
－
I
H
H
．
2
0
・
N
苫
・
 
 
 

ジ
ャ
マ
ー
ア
ト
‖
ハ
ー
ナ
＝
マ
ス
ジ
ッ
ド
ほ
、
初
期
の
王
朝
の
城
市
、
ラ
ー
イ
ー
‖
ビ
タ
ウ
ラ
ー
城
砦
（
導
－
P
ゴ
・
e
 
R
巴
P
i
t
h
a
宍
£
及
び
ス
ィ
 
 

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
 
第
八
十
八
研
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87 86 85   

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
五
四
－
五
八
頁
、
図
版
二
四
－
三
七
を
参
照
。
な
お
、
こ
の
場
合
、
第
Ⅱ
期
に
分
現
し
て
い
る
が
、
そ
の
大
半
は
、
ス
ル
タ
ー
 
 

ン
‖
フ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
‖
シ
ャ
ー
以
降
の
造
営
と
考
え
ら
れ
る
。
A
S
I
の
参
照
番
号
は
省
略
す
る
。
 
 

『
デ
リ
・
』
、
Ⅰ
、
六
二
頁
、
図
版
五
五
。
こ
の
イ
ー
ド
ガ
一
に
は
、
南
端
の
塔
の
東
面
に
、
八
〇
品
年
（
一
五
〇
四
年
）
の
年
次
と
、
当
時
の
 
 

デ
リ
ー
の
権
力
者
だ
っ
た
マ
リ
ル
ー
‖
イ
ク
バ
ー
ル
‖
ハ
ー
ン
呂
巴
－
ロ
l
q
b
巴
K
F
ぎ
の
名
を
載
せ
た
刻
文
が
残
っ
て
い
る
。
A
S
H
・
」
H
I
・
＝
若
・
 
 

N
m
リ
．
 
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
六
四
－
六
五
頁
、
図
版
五
六
－
五
八
、
及
び
挿
図
二
〇
二
二
等
を
参
照
。
 
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
六
五
1
七
〇
頁
、
図
版
五
九
－
七
二
、
及
び
挿
図
二
二
－
二
八
等
を
参
照
。
 
 

．
A
b
d
 
A
－
－
P
、
↓
蟄
謎
㌣
旬
b
軌
泣
叫
．
P
e
r
s
i
賀
t
e
盟
e
d
．
b
y
 
S
h
已
好
打
A
b
d
u
r
 
R
試
h
i
d
、
A
l
i
g
a
r
F
－
現
♪
p
・
い
N
・
 
 
 

謡
叫
㌣
p
．
芦
p
．
芦
 
ヨ
a
m
已
邑
P
b
、
s
慧
各
章
鼠
詳
』
蛍
§
♪
勺
a
r
t
 
H
－
L
O
d
i
 
P
e
r
i
。
d
こ
r
a
邑
a
t
e
d
w
i
t
F
く
a
r
i
O
n
S
 
n
O
t
e
S
 
b
七
 
 

ヨ
r
O
d
b
b
宏
呂
R
O
y
．
S
a
n
t
i
n
i
k
e
t
2
デ
ー
茂
0
0
、
p
・
0
0
い
、
p
・
∞
か
、
p
・
琵
・
 
 
 

『
デ
リ
ー
』
、
Ⅰ
、
一
〇
六
頁
、
図
版
一
五
四
a
を
参
照
。
 
 
 

P
e
r
c
y
 
B
r
O
W
n
∵
ぎ
評
言
L
ぎ
隷
許
罫
箋
 
（
一
礼
白
鼓
c
竹
篭
軋
乱
）
－
T
b
i
r
d
 
e
d
．
．
－
宝
N
・
P
－
a
t
e
・
舛
H
－
Ⅰ
・
 
 
 

荒
、
『
イ
ン
ド
史
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
聖
廟
』
、
四
九
一
－
四
九
三
頁
。
 
 

デ
リ
ー
‖
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
末
期
の
モ
ス
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
ー
支
配
層
 
 
 




